
四国中央市データ

　　7月末日現在（前月比）

人口  男　42,381人 （ -59）

　　  女　44,363人 （ -71）

　　  計　86,744人 （-130）

世帯　38,886世帯　 （ -58）

特集

第 12 回書道パフォーマンス甲子園を振り返って

第 8回市民ミュージカル

認知症カフェ・貯筋体操

平成 30 年度財政公表

表紙：第 12 回書道パフォーマンス甲子園でボランティアスタッフとして活躍した高校生たち〔8/4（日）撮影：伊予三島運動公園体育館〕※ 2ページに関連記事
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私たちの書道パフォーマンス甲子園



○

　

今
回
で
12
回
目
と
な
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
甲
子
園
が
、
８
月
４
日
（
日
）
に
伊
予

三
島
運
動
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
全
国

７
ブ
ロ
ッ
ク
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
20
校
の

選
手
た
ち
が
、
４
×
６
㍍
の
巨
大
な
用
紙
に

向
か
い
、
音
に
、
動
き
に
、
筆
に
想
い
を
込

め
て
揮
毫
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
過
去
最
高
と
な
る
延
べ

６
５
０
０
人
も
の
観
客
が
応
援
す
る
中
で
、

５
年
連
続
６
回
目
の
出
場
と
な
る
長
野
県
松

本
蟻
ヶ
崎
高
等
学
校
が
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
す

る
今
、
自
分
の
思
い
を
言
葉
に
し
て
、
紙
に

し
た
た
め
て
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
書

と
演
技
で
表
現
し
、
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
全
国
か
ら
１
０
６
校
の
応
募
が

あ
り
、
３
連
覇
を
懸
け
て
臨
ん
だ
福
岡
県
立

八
幡
中
央
高
等
学

校
は
準
優
勝
で
し

た
。

　

な
お
、
今
大
会

で
は
約
１
０
０
人

の
高
校
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
し
、

初
め
て
司
会
を

行
っ
た
ほ
か
、
演
技

審
判
や
墨
拭
き
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
役

割
を
務
め
ま
し
た
。

華
麗
な
書
と
演
技
で
観
客
を
魅
了

 優　勝  長野県松本蟻ヶ崎高等学校

 準優勝  福岡県立八幡中央高等学校

 第３位  香川県立高松商業高等学校

 審査員特別賞  本庄東高等学校

 紫舟賞  福岡県立大牟田北高等学校

 南海放送賞  上宮高等学校

優勝した長野県松本蟻ヶ崎高等学校



　ホールに魂を入れる
　
私自身、企画・運営委員

会委員として、しこちゅ～
ホールの建設協議に関わっ
てきたため、フィクション
とはいえ、リアリティのあ
る脚本・演出に仕上がって
いると思います。また、ピ
アノ、バンドの生演奏、ダ

ンス、歌など、ミュージカルらしい魅力が詰まった構成で、
最新の音響設備を存分に体感できます。いかに新しいホー
ルを生かしきれるか。そのために市民のチカラでホールに
魂を入れる。そんな思いで演じます。
　ぜひ楽しんでください！

しこちゅ～ホール開館記念事業

「あした来い来い恋の池」
（古井）第 8 回市民ミュージカル

　私たちの手で、しこちゅ～ホールを育てていく
　今回の市民ミュージカルは、しこちゅ～ホールの開
館記念事業のひとつとして開催します。
　しこちゅ～ホールは、10 年近くにわたる行政と市民
との建設協議を経て、先人達が造った歴史ある池（古井
池）を埋め立てて建設されました。
　今回の演目は、そうした経緯を紹介しながら、市民そ
れぞれが持つ、しこちゅ～ホールへの思いを描くこと
で、人と人とのつながりが生まれる文化交流の場として、
私たち市民の手でしこちゅ～ホールを育てていくための
きっかけになればとの思いで企画しました。
　古井池をとりまく恋の物語から始まり、しこちゅ～
ホール建設に関わる多くの人たちの取り組みなどを盛り
込んだ、とても面白い内容となっています。ぜひ、多く
の皆さまにしこちゅ～ホールに足を運んでいただき、楽
しんで欲しいと思っています。
　また、両日とも、しこちゅ～ホール芝生広場でマルシェ
を同時開催します。
　多くの方のご来場を心よりお待ちしています。

四国中央市民ミュージカル実行委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　土谷浩也

11月16日 土 17日 日 四国中央市民ミュージカル実行委員会
74-3618
musical@r-lifedesign.jp

四国中央
ふれあい
市民劇団

平成29年の演目 ： 「おさく」 より

市民で描き、 未来へはばたく 「しこちゅ～ホール」 ！！

8/10 （土） 10回目の練習

　都会から、しこちゅ～市役所に出向してきた国家公務員を通して、古
こいのいけ

井池の埋め立てから、しこ
ちゅ～ホール建設、市民ミュージカルの上演に至るドラマを、生演奏に乗せて綴

つづ

ります。地域に伝
わる伝説や、池にまつわる思い出、市民それぞれのしこちゅ～ホールへの思いなどを描きます。

STORY

人の「圧」を表現する
　2004 年の新市誕生記念
公演「うずしお丸の少年た
ち」から出演しています。
今作では、人が持つ「圧」
を表現したいと思います。

開演　14 ： 00 （開場　13 ： 30）

マルシェ同時開催

開演　14 ： 00 （開場　13 ： 30）

国家公務員を演じる鈴木元気さん脚本・演出　山本淑子さん
（劇団サイケデリックマンモス）

チケット販売開始

9/10（火）～
しこちゅ～ホール（市民文化ホール）、文化・スポーツ
振興課、ユーホール（土居文化会館）、川之江窓口センター
全席自由 1,000 円（当日券 1,200 円）



平成 30 年 12 月から開店しています。金生町在
住の医療・福祉専門職の方が、認知症があって
も住み慣れた家で人との繫がりを持ちながら、
笑顔で暮らせるまちにしたいと思い活動してい
ます。
開催 ：２か月に一度（水曜日）
場所：生きがい研修センター
　　　（金生町山田井 826-3）
内容：昼食を食べながら交流
　　　（地域の方から、採れ
　　　たて野菜など、食材を
　　　提供していただいて
　　　います）
参加費：300 円（小学生以下無料）
　ひめしゃらケアプランセンター（窪田）　58-3897

います！てっ広 が輪

のェフカ症知認

が

本市でも

症知認

連 

絡 

先

認知症の人と家族のつどい 認知症の人と家族の会愛媛支部 （大澤） 080-3740-0697
オレンジカフェ 生協宇摩診療所 （伊藤） 25-0114
みかんカフェ グループホームいしかわ （砥谷） 58-0065

認知症カフェ in かぁねぇ 居宅介護支援事業所シンシア （片木） 080-4992-5182
おとなこども食堂 ひめしゃらケアプランセンター （窪田） 58-3897

認知症に関して知りたい !! と思われた方へ

この１年間で立ち上がった市内の認知症カフェを紹介します!

　　平成 28 年から 「認知症になっても地域で安心して暮らせるまちづくり」 を目指し、その一環として、9 月のアルツハイマー
月間に合わせ、 市民の方に認知症に関する理解の普及啓発を図るため、 市内 3図書館 （川之江・三島・土居） で、 「認
知症の理解に関する普及啓発コーナー」 を設置しています。 ぜひ一度ご覧ください。

（三島図書館） （土居図書館）（川之江図書館）

市内には計 5か所の認知症カフェが活動しています！開催場所や日程については、下記連絡先までお問合せください。

市内の認知症カフェの紹介

認知症カフェ in かぁねぇ おとなこども食堂　金生店

 次回 9/11（水）14:00 ～

それはね、「身近で気軽に立ち寄れる」

「同じ介護をしている人などの理解者や仲間と出会える」

「専門職とのつながりを持てる」そんな場所だよ。

きっかけは「認知症ってもっとオープンでいい
んだ、と思える地域にしたい！」という思いか
ら立ち上げました。
開催：奇数月 第２水曜日（変わることもあります）
場所：ごはんや BONDS( 川之江町 1888-1)
内容：BONDS さんの淹れたてコーヒー +おやつの
　　　提供、音楽生演奏、ビンゴゲームなど。
　　　専門職による相談コーナー有り
参加費：100 円
　居宅介護事業所シンシア（片木）　080-4992-5182

今年の展示期間は、 9/1 （日） ～ 9/29 （日） です

 次回 10/30（水）11:00 ～

ところで、

認知症カフェ

って…？

どちらも、 お気軽
に来てください♪

昨年の様子

認知症に関心のある方なら、どなたでも参加できます!!
一度、来てみませんか ?!



貯筋体操サークルから元気なみなさんを紹介します
　　地域包括支援センターでは、 住民が住み慣れた地域でいきいきと元気に暮らしていくために、 住民が自主的に活動

する貯筋体操サークルの立ち上げや継続支援を行っています。

　　「貯筋体操」 とは、 手首や足首に重さが調整できる重りバンドをつけて、 筋肉に適度な負荷をかけて行う体操です。

主に、 椅子に座って行う動作が多く、 高齢の方にも取り組みやすいことが特徴です。 　

　　現在市内には 76 か所の貯筋体操サークルがあります。 その中で元気に貯筋体操を続けている方に、 体操に参加し

てみての感想や健康の秘訣をお聞きしました。

サークル名：ぴんぴんころり（蕪崎公民館）

　　　　　　山内四郎さん　

　　　　　94 歳（継続年数 9年）

・普段の体調はいかがですか。

　　→体調はいいです。 高血圧のお薬を飲んでいます。

・日課を教えてください。

　　→ラジオ体操、 お風呂で体をマッサージ、 天気のいい

　　　　日は 30 分くらい近所を散策、 読書、 俳句などです。

・健康の秘訣を教えてください。

　　→読む、 話す、 書く、 歩くことを大切に努めることです。

　　　　40 歳代から毎朝ラジオ体操を行っています。

　　　　妻の作った料理がいただけることです。

・貯筋体操のきっかけは何ですか。

　　→公民館長に、 いい体操だからと勧められたためです。

・体操に参加する前と現在で体の変化はありますか。

　　→ 9 年も前だが特に感じなかった。 しかし、 94 歳の今

　　　　でも自転車に乗って、 公民館まで来ることができてい

　　　　ます。

・体操に参加してよかったことはありますか。

　　→女性が多いですが、 交流や雑談がいいです。

サークル名：すみれ（小富士公民館）、
のんちゃんとゆかいな仲間達（小林集会所）

　　　　　　藤田　榮
さかえ

さん　

　　　　89 歳（継続年数 8年）

・普段の体調はいかがですか。

　　→足の調子もよく体調は良好です。

・日課を教えてください。

　　→早朝の畑や庭の草引き、 朝夕の犬の散歩、 掃除や

　　　　洗濯と家事もしています。

・健康の秘訣を教えてください。

　　→貯筋体操を続けること。 ２か所通っています。

・貯筋体操のきっかけは何ですか。

　　→近所の人が誘ってくれました。 集会所まで距離があ

　　　　るので、 車で乗せていってくれます。

・体操に参加する前と現在で体の変化はありますか。

　　→体操に参加する前はよく転倒していましたが、 現在

　　　　は転倒しなくなりました。

・体操に参加してよかったことはありますか。

　　→足腰が丈夫になり、背中がピンと伸びるのがうれしい。

　　　　体操後の茶話会でみんなといろいろな話ができるの

　　　　で、 楽しく参加できています。

【問い合わせ先】 高齢介護課　地域包括支援センター　　28-6147

　　すでに活動している貯筋体操サークルに参加する方法と、 まちづくり出前講座 「貯筋体操」 に申し込みをする方法

があります。 出前講座は、体操を始めたい方が 4～ 5人集まれば、地域包括支援センターから貯筋体操の説明を行い、

実際に体操の体験をしていただきます。 詳しくは、 お問い合せください。

「貯筋体操」を始めるには？

貯筋体操の様子 貯筋体操後の茶話会



　　平成 30 年度　財政公表
　

　市では毎年 2回、市民のみなさんに納めていただいた税金や国・県からの補助金などがどのように使われたのかを

お知らせするため、財政状況の公表を行っています。

　今回は、平成 30 年度末における歳入歳出予算の執行状況と平成 30 年度中に実施した主な事業の実施状況をお知ら

せします。

歳　出　415 億 351 万円（前年度比 +9.5％）

　財政課
　28-6007

歳　入　449 億 208 万円（前年度比 +11.4％）

【一般会計】
　行政サービスの提供や市民生活に欠かせない道路・橋りょうなどの整備を始めとする、行政運営の基本的な経費を
計上しているのが一般会計です。
　平成 30 年度の一般会計当初予算額は 401 億 5,000 万円でしたが、平成 29 年度から繰り越してきた額や補正予算額
により、年度末の予算現額は 461 億 7 万円となりました。予算現額に対する歳入額（収入済額）は 449 億 208 万円で、
歳出額（支出済額）は 415 億 351 万円となり、良好な財政状況を維持しています。

　歳入は、市税や公共施設の使用料などの
自主的に収入できる自主財源と、国から交
付される地方交付税や国庫支出金、県から
交付される各種交付金などの依存財源に大
別されます。
　自主財源は、景気回復基調を背景とした
企業収益や個人所得の改善に伴い、昨年度
に引き続き市税が伸びたことと、市債の繰
上償還を行うため減債基金を取り崩し、繰
り入れたことから増収となりました。また、
依存財源は、新庁舎や学校給食センターの
新築工事完成に伴う市債の発行があったた
め、大幅な増収となっています。歳入全体
では、45 億 9,149 万円（前年度比 +11.4％）
の増収となっています。

　歳出は、人件費や扶助費などの義務的経
費、道路・公園・公共施設などの社会資本
を整備するための投資的経費、市内の各種
団体への補助金や将来の支出に備えた積立
金などのその他経費の3つに大別されます。
　投資的経費は、新庁舎や学校給食セン
ターなどの大型建設事業に伴う多額の支出
があったため増額となりました。義務的経
費は、市債の繰上償還を行ったため公債費
が大幅な増額となっています。また、その
他経費は、昨年度、減債基金への積み立て
を行ったため一時的に増額となっていまし
たが、平成 30 年度は一時的な支出がなかっ
たため減額となっています。歳出全体では、
35 億 9,985 万円（前年度比 +9.5％）の増
額となっています。

維持補修費
2億 6,270 万円（0.6％）

補助金など27億6,719万円（6.7％）

物件費 44 億 4,382 万円
（10.7％）

投資及び出資金・貸付金
2億 4,950 万円（0.6％）

繰出金 39 億 7,498 万円（9.6％）

扶助費
75 億 2,083 万円
（18.1％）

人件費
68億7,725万円（16.6％）

普通建設事業費
（災害復旧費含む）
92 億 6,905 万円（22.3％）

積立金 3,911 万円（0.1％）

公債費
60億9,908万円（14.7％）

その他

経費

28.3％

投資的

経費

22.3％

義務的

経費

49.4％

市税
153 億 3,326 万円
（34.1％）

分担金及び負担金
5億 4,026 万円
（1.2％）

財産収入・寄附金・諸収入
9億 5,043 万円（2.1％）

繰入金 23 億 7,494 万円（5.3％）

地方交付税
61 億 4,815 万円
（13.7％）

県支出金
24億7,296万円（5.5％）

市債
67 億 9,940 万円
（15.1％）

その他の交付金
19 億 7,417 万円（4.4％）

地方譲与税
3億4,520万円（0.8％）

国庫支出金
47億3,904万円（10.6％）

繰越金 24 億 693 万円（5.4％）

依存

財源

50.1％

自主

財源

49.9％

使用料及び手数料
8億 1,734 万円（1.8％）



○市民一人あたりの市税負担額

 市民税  　68,388 円
 固定資産税 　 97,686 円
 その他  　10,160 円

合計 　176,234 円

平成 30 年度中の市の歳入・歳出額を「市民一人あたり」で考えると

税金の負担額は約 18 万円、行政サービス額は約 48 万円です

　市民のみなさんにご負担いただいた税金の額（歳入のうち市税
の額÷平成 30 年度末人口 87,005 人）は一人あたり 176,234 円と
なり、市が提供したサービス額（歳出総額÷平成 30 年度末人口）
は一人あたり 477,024 円になります。

○市民一人あたりの行政サービス額

費目 平成 30 年度
支出額

一人あたりの
行政サービス額

 議会費（市議会の運営） 　 2 億 6,326 万円 　　3,026 円
 総務費（住民票や戸籍、課税事務、市役所の運営など） 　55 億 2,810 万円  　63,538 円
 民生費（子育て支援や高齢者福祉、障がい者福祉など）  　 142 億 34 万円 　163,213 円
 衛生費（健康づくりやごみ処理、公衆衛生など） 　24 億 8,962 万円 　 28,615 円
 労働費（勤労者福祉や就労支援など）    　　4,587 万円   　　527 円
 農林水産業費（農林水産業の振興など） 　11 億 7,366 万円 　 13,489 円
 商工費（商工業振興や企業誘致、観光振興など） 　 6 億 6,969 万円 　　7,697 円
 土木費（道路や橋りょう、公園などの整備、都市計画など） 　45 億 7,450 万円 　 52,577 円
 消防費（消防・防災や救急活動など）   15 億 7,072 万円 　 18,053 円
 教育費（学校施設の建設や社会教育、スポーツ振興など） 　46 億 4,098 万円 　 53,342 円
 公債費（借入金の返済） 　60 億 9,908 万円    70,100 円
 災害復旧費（災害復旧） 　 2 億 4,769 万円 　　2,847 円

合計  415 億  351 万円 　477,024 円

平成 30 年度に実施した事業にかかる歳出額～主な重点事業～

学校給食センター建設事業
14 億 6,180 万円

他にも、「あったか協働都市」の実現に向け、幅広い分野で事業を実施しました。

新庁舎 東部学校給食センター 土居東こども園

安心 ・安全なまちづくり

○浸水対策事業　2億 8,399 万円
○社会資本整備総合交付金事業（道路・橋りょう　   
  の長寿命化・修繕）　4億 9,288 万円
○消防施設（救急車など）整備事業　2億 380 万円

弱者にやさしいまちづくり

○デマンドタクシー運営費　4,249 万円
○地域生活支援事業　1億 4,746 万円
○独居高齢者福祉ネットワーク事業　336 万円

まちの活性化 （魅力ある地域づくり）

○地域おこし協力隊事業　1,376 万円
○地域コミュニティ活性化事業　242 万円
○市民文化ホール建設事業　9億 8,706 万円

子育て支援

○あったか子育て（多子世帯）応援事業　340 万円
○紙のまちの子育て応援乳児紙おむつ支給事業　
　3,385 万円

産業支援

○企業立地促進事業　6,178 万円
○地域産業人材定着事業　228 万円

暮らしやすいまちづくり

○空家等対策事業　735 万円
○公園施設長寿命化対策事業　6,546 万円

新庁舎建設事業
14億 3,220 万円

認定こども園整備事業
2億 9,513 万円



ＥＶＥＮＴ情報ＥＶＥＮＴ情報
出かけてみませんか 内容 対象者

参加費 講師

定員 持参品

募集期限・期間 申込方法・申込先

ファクス問い合わせ先

しこちゅ～ホール開館記念事業
しこちゅ～ホール（市民文化ホール）　59-4510場

開館記念冠事業　無料

石川歌謡教室　
080-6393-8818（石川）

合同カラオケ発表会 

第 6回チャリティ秋の歌謡祭

9/29（日 )12：00 ～（開場 11：30）

石川憲二水彩画教室
090-3786-7747（石川）

石川憲二透明水彩画教室作品展

10/2（水 )～ 7日（月）

9：00 ～ 17：00

四国中央ハーモニカサークル　
58-3460（別府）

ハーモニカコンサート

10/6（日 )13：00 ～（開場 12：30）

カラオケクラブ紬会
080-2971-8928（寒川）

紬会チャリティ歌謡祭

10/20（日 )9：30 ～（開場 9：00）

フラ・オハナ四国中央　
090-9456-2420（福田）

フラ・オハナ 

四国中央 15 周年ハワイアンホイケ

10/20（日 )13：00 ～（開場 12：30）

四国中央市・新居浜市共同開催

別子・翠波はな街道
サイクリング 2019
　　　　　　　　要申込

10/27（日）7：00 ～ 16：30

順位を競う大会ではなく、交通
ルールとマナーを守り、サイクリ
ングを楽しむ大会です。

■ロングコース　約 110km

四国中央市役所を出発し、新宮地
区、嶺南地区、新居浜市別子山地
区へ向かう往復コース
6,000 円
200 名程度（先着順）

■ミドルコース　約 66km

四国中央市役所を出発し、嶺南地
区、新居浜市別子山地区へ向かう
往復コース
4,000 円
200 名程度（先着順）

■ファミリーコース　約 7km

富郷ダム周辺の法皇湖を周回する
コース
中学生以上 1,500 円　
小学生　　1,000 円　
100 名程度（先着順）
9/2（月）～ 9/30（月）
ホームページ「スポーツエント
リー　翠波 2019」で検索、または
四国中央市観光交通課・新居浜市
運輸観光課の窓口でお申し込みく
ださい。

　別子・翠波はな街道サイクリン
グ実行委員会事務局（観光交通課
内）28-6187

※詳細は、スポーツエントリーホー
ムページ、または市役所などに備え
付けの大会パンフレットをご覧くだ
さい

土居のいもたき 要申込

9/10（火）～ 9/30（月）

17：30 ～ 21：00

関川河川敷ふるさと広場

1 人 1,700 円
※ 3名以上で事前予約が必要です

　土居のいもたき運営委員会
　74-8825

12/22（日 )15：00 ～（開場 14：30）

友の会先行販売

9/11（水）10：00 ～
しこちゅ～ホール（市民文化ホール）
※友の会については、しこちゅ～ホー
ルのホームページをご覧ください
一般前売販売

9/18（水）10：00 ～
しこちゅ～ホール（市民文化ホール）、
ユーホール（土居文化会館）、明屋書
店（川之江店・MEGA 西の土居店・新
居浜松木店・川東店）、ミュージック
センター　オオサカヤ、ハイスタッ
フホール（観音寺市民会館）、ローソ
ンチケット（Lコード：62237）

      ぐっさんのハッピーオン
ステージ　全国 50 ヶ所ツアー

歌あり、モノマネあり、トークあり、
一人芸の真

しんずい

髄が詰まった 90分間！

4,000 円（当日 4,500 円）
※全席指定。5歳以上有料。5歳未満
のお子様は保護者 1 人につき、1 人
まで膝上での鑑賞無料。席が必要で
あれば有料

10/25（金）18：30 ～（開場 18：00）

松山千春
コンサート・ツアー 2019

「かたすみで」

8,640 円
※全席指定

しこちゅ～ホール開館記念先行販売

9/9（月）10:00 ～ 9/16（月・祝）
しこちゅ～ホール（市民文化ホール）
※ 1人 4枚まで購入可
※予定枚数販売次第、終了

※友の会割引はありません

第 11 回ぴゅあ・ふれんど
ドリームコンサート 要申込

10/6（日 )14：00 ～（開場 13：30）

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）

2 台のピアノ、オーボエ、ソプラノ

ミュージックセンター　オオサカヤ
500 円（小学生以下無料）

※当日券あり
28-8264（佐藤）



【開館時間】10：00～ 17：00

花遊　押し花作品展

10/5（土）～ 10/27（日）

霧の森ギャラリー（新宮本店 2階）

日曜日、祭日には押し花の体験会
と販売も開催します。

霧の森ギャラリー展
入場無料

72-3111

赤石山草会　秋の山野草展

10/5（土）～ 10/27（日）

ふれあい館ギャラリー（ふれあい館内）

可憐で清楚な風情の山野草展。期
間中は苔玉教室も開催します。

　体操や手遊び、育児相談
※申し込み不要。誰でも参加できます
　乳児保育所こども村　56-1310

10：00 ～ 11：30

とき ところ 内容・対象

10/ 1（火）妻鳥保育園 0歳児主体

10/ 3（木）川之江ふれあい
交流センター 1・2歳児主体

10/ 8（火）川之江図書館 おはなし主体

親子ふれあいあそび
無料

筝
こと

・三
さんげん

絃・尺
しゃくはち

八による
合奏演奏会　入場無料

9/29（日） 13：00 ～ 15：00

中之庄公民館　大ホール

地元奏者による伝統楽器の演奏会
尺八連盟　090-4787-1760（森）

英語カフェ②　
（高校生限定）要申込

9/29（日） 15：00 ～ 16：30

ジョイフル川之江店

コーヒーなどを飲みながら、ネイ
ティブスピーカーと英会話をして
みませんか！
15名
9/26（木）まで
一般500円、会員200円
ダニエル・クルーズ（市 CIR）、市
ALT

　市国際交流協会　28-6014
※別途飲食代が必要です

※運動しやすく肌の露出が少ない服
装、運動靴（ハイカット推奨）でお
越しください
※当日の朝、必ず開催の可否を霧の
高原へご確認ください
※お弁当の予約を承ります。必要な
方はお問い合わせください

ゆったり空中散歩体験
パラグライダー体験会 
要申込

9/22( 日 )9：00 ～ 15：00

※天候不良の場合は 9/29（日）に順延

塩塚高原（愛媛県側）

高校生以上
20 名（先着順）　
手袋、保険証、昼食
9/10（火）～
1,000 円（保険料）
　霧の高原　72-3113

四国中央ふれあい大学　情報発信事業

まちを行く
「俳諧の里　入野編」要申込

10/5（土） 9：30 ～（約 6時間）

集合場所　暁雨館前駐車場

歴史を歩こう♪里芋掘り体験と里
芋のおみやげ付きです。
20名（先着順）
9/27（金）まで
1,000円（昼食、保険料など含む）
事務局へ負担金をご持参ください
（電話予約不可）
　四国中央ふれあい大学事務局
（文化・スポーツ振興課内）28-6043

10/28（月）8：15　市役所　三島図書館東駐車場集合　16：30 解散（予定）

四国まんなか交流協議会「観音寺市・四国中央市・三好市」市民交流事業

「瀬戸内国際芸術祭 2019　アートを巡る旅 in 伊吹島」

観音寺市、三好市のみなさんと交流しながら、燧
ひうちなだ

灘に浮かぶ伊吹島で瀬
戸内国際芸術祭 2019 のアート作品鑑賞、伊吹島の歴史などを巡るツアー
（希望者のみ）、島内散策を通じて島の魅力を楽しみませんか。
20名程度（応募多数の場合は抽選）
9/2（月）～ 9/30（月）17：00 まで（必着）
事業名（「市民交流事業」と記載）、参加希望者全員の住所、氏名、年齢、
電話番号（携帯電話）を記載し、ハガキ・Ｅメール・ファクスのいずれ
かでお申し込みください。

1,500 円（昼食代）
　政策推進課　28-6005
〒 799-0497　三島宮川 4-6-55
28-6057
man-naka@city.shikokuchuo.ehime.jp

※ファクス、Ｅメールで申し込みされる方は、必ず電話で着信確認をして
ください。着信確認をもって受付完了となります

しこちゅ～
紙と神の物語　参加者募集
要申込

9/28（土） 10：00 ～（約 3時間）

集合場所　ルミエール（三島中央）

ガイドの案内で興願寺、三島神社、
中通商店街などを巡りながら、本
市の歴史を学びませんか！
小学生以上
15名
9/20（金）17：00まで
2,000円（昼食、保険料など含む）
　市観光協会　77-5003

呉山会水墨画展

9/8（日）～ 10/13（日）

3階　企画展示室

【開館時間】9：00 ～ 16：00

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日

　28-6257

山水・風景・花を描いた軸装と額
装を約 40 点展示

紙のまち資料館の催し
入場無料
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 9/13（火）10：00 ～ 本会議（初日）

 9/10（火）10：00 ～ 本会議（一般質問）

 9/11（水）10：00 ～ 本会議（一般質問）

 9/12（木）10：00 ～ 本会議（一般質問）

 9/13（金）  9：30 ～ 常任委員会（総務市民）

13：00 ～ 常任委員会（教育厚生）

 9/17（火）  9：30 ～ 常任委員会（産業建設）

 9/20（金）10：00 ～ 本会議（最終日）
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※日程は、変更される場合があります。ホームページ

をご覧になるか議事調査課にお問い合わせください

実施日 地区 実施場所 開始時間

9/8

（日）

上　分 上分小学校体育館  9：00

二　名 二名ふれあい館  9：40

山田井 生きがい研修センター 10：10

嶺　南 嶺南体育館 11：30

9/14

（土）

長　津 長津小学校体育館 10：00

小富士 小富士小学校体育館 10：30

関　川 関川小学校体育館 11：00

土　居 農村環境改善センター 13：00

天　満 天満公民館 13：30

蕪　崎 蕪崎公民館 14：00

9/15

（日）

川　滝 川滝小学校体育館  9：00

金　田 金田公民館  9：30

妻　鳥 妻鳥公民館 10：00

下　分 川之江文化センター 10：40

切　山 切山集会所 12：00

川之江 川之江ふれあい交流センター 13：30

9/16

（月・祝）

中曽根 中曽根公民館  9：30

三　島 福祉会館 10：00

中之庄 中之庄公民館 10：40

寒　川 寒川公民館 11：10

豊　岡 豊岡公民館 13：00

松　柏 松柏小学校体育館 13：40

9/21
（土）

新　宮 霧の森交湯～館 11：00

令和元年度敬老会開催日程
　長年、地域の発展に貢献してこられた高齢者の方に

敬意を表し、75 歳以上の高齢者の方を対象に敬老会を

実施します。対象者には各地区単位でご案内します。

日時と場所は下記のとおりです。

　高齢介護課　　　28-6024　　28-6059

　川之江福祉窓口　28-6182　　28-6245

　土居福祉窓口　　28-6321　　28-6391

　新宮福祉窓口　　28-6403　　28-6405

あったか子育て応援事業
多子世帯（子どもが 5人以上いる世帯）
への育児支援
　子育て世代の経済的負担の軽減と、少子化対策及び
定住化の具体的施策として、子どもを 5人以上養育し
ている世帯に対し、第 5子以降の 1～ 15 歳の年齢の子
（中学校修了まで）の人数に応じ、子育て支援金を支給
します。該当される方は申請してください。

対象者　
以下の全ての要件を満たす方
○支給対象児童及び申請者の住所が、支給年の 7月 1
　日時点において 3か月以上市内にある方
○支給年度内に満 1歳から満 18 歳の年齢に達する子を
　同一世帯に 5人以上養育している方
※学校教育法に規定する学校の学生や、障がいがある
ため働くことができない方は満 22 歳まで対象
○市県民税や保育料などを滞納していない方
○生活保護世帯に該当していない方
支給額　一律 20万円　第 6子以降一人あたり 5万円
申請期間　9/9（月）～ 9/27（金）
　申請に必要な書類や対象となるかなど、詳しくは、
お問い合わせください。
　こども課　28-6027　　28-6031

　本市の企業に興味がある方、本市で就職を考えている
方、ぜひご参加ください。参加予定企業については市ホー
ムページまたは下記の QR コードでご確認ください。

　9/26（木）13：30 ～ 15：30（受付 13：00 ～）
　川之江ふれあい交流センター　大会議室
　正社員として勤務したい方（大学などの新規卒業予
定者を含む）
　産業支援課　28-6186　　28-6242
　ハローワーク四国中央　24-5770
　23-6639

市・ハローワーク合同就職面接会（無料）
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養
費
の
支
給
】

　

病
気
や
け
が
で
病
院
に
か
か
り
、
１
か
月

の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
限
度
額
を
超
え

た
時
は
、
申
請
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
れ
ば
超

過
分
が
後
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
世
帯
に

は
、
診
療
月
か
ら
約
３
か
月
後
に
、
は
が
き

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○
高
額
療
養
費
支
給
申
請
の
お
知
ら
せ
（
は

　

が
き
）

○
保
険
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領

　

収
書

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

○
認
め
印
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

○
振
込
先
口
座
が
わ
か
る
も
の

○
個
人
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
個
人
番
号

　

カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド
）

【「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
ご
存
知
で
す

か
？
】

　

一
つ
の
医
療
機
関
で
の
１
か
月
ご
と
の
支

払
い
が
、
限
度
額
を
超
え
る
こ
と
が
わ
か
る

場
合
（
入
院
と
外
来
は
別
計
算
）、
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
を
医
療
機
関
に
支
払
い
、
高

額
療
養
費
分
は
国
保
か
ら
直
接
医
療
機
関
に

支
払
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
適

用
を
受
け
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
し
、

交
付
さ
れ
た
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
国
保
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
に
は
利
用
で

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
貸
し
出
し
の

　

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

市
内
に
活
動
の
拠
点
を
有
す
る
法
人
及
び

そ
の
他
の
団
体
に
対
し
て
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
装
飾
用
品
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
）
の
貸

し
出
し
を
行
い
ま
す
。

　

装
飾
場
所
所
有
者
の
同
意
の
ほ
か
、
貸
し

出
し
に
係
る
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
貸

し
出
し
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

10
月
１
日
（
火
）
～
令
和
２
年
３
月
31
日
（
火
）

貸
出
期
間　

３
か
月
以
内

　

地
域
振
興
課　

28
・
６
０
１
４

　

28
・
６
０
５
７

　

「
Ａ
Ｉ
総
合
案
内
サ
ー
ビ
ス
」

　

実
証
実
験
開
始

　

県
と
市
に
お
い
て
「
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
窓

口
応
答
シ
ス
テ
ム
」
の
実
証
実
験
を
左
記
の

項
目
及
び
期
間
で
行
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
、

対
話
形
式
で
県
・
市
の
業
務
の
検
索
が
可
能

に
な
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。        

県
の
実
施
項
目

イ
ベ
ン
ト
、
観
光
、
子
育
て
、
労
働
・
雇
用
、

防
災
、
公
共
施
設
ほ
か

市
の
実
施
項
目

住
民
票
、
妊
娠
・
出
産
、
引
越
し
、
ご
み
、
動
物
・

ペ
ッ
ト
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

公
開
期
間　

９
月
～
11
月
末
（
予
定
）

使
用
方
法

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ａ
Ｉ
総
合
案
内
サ
ー
ビ

ス
」
ま
た
は
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
s
:
/
/
a
i
-
s
t
a
f
f
.
n
e
t
/

shikokuchuo/chat

　

情
報
政
策
課

　

28
・
６
２
０
４　
　

28
・
６
１
７
９

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
保
が
使
え
る
場
合

○
骨
折
・
脱
臼
（
応
急
手
当
の
場
合
を
除
き
、

　

医
師
の
同
意
が
必
要
）

○
外
傷
性
の
打
撲
、
捻
挫
及
び
挫
傷
（
肉
離       

　

れ
を
含
む
）

国
保
が
使
え
な
い
場
合

○
単
な
る
（
疲
労
性
・
慢
性
的
な
要
因
か
ら

　

く
る
）
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労

○
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病
や
症
状
の

　

改
善
の
見
ら
れ
な
い
長
期
の
施
術

○
整
形
外
科
や
外
科
で
同
じ
負
傷
な
ど
を
治

　

療
中
の
も
の

○
仕
事
中
や
通
勤
途
上
で
の
負
傷
で
労
災
保

　

険
が
適
用
と
な
る
も
の

施
術
を
受
け
る
時
の
注
意
点

○
負
傷
原
因
（
い
つ
、
何
を
し
て
、
ど
ん
な

　

症
状
か
）
を
正
確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

○
整
骨
院
な
ど
か
ら
渡
さ
れ
た
療
養
費
支
給

　

申
請
書
の
内
容
（
負
傷
名
、
負
傷
原
因
、

　

施
術
日
な
ど
）
を
確
認
し
て
署
名
ま
た
は

　

押
印
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
領
収
書
を
も
ら
っ
て
保
管
し
て
お
き
、
市

　

か
ら
送
付
さ
れ
る
医
療
費
通
知
で
金
額
、

　

日
数
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
施
術
が
長
期
に
な
る
場
合
は
、
内
科
的
要

　

因
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
医
師
の
診
断

　

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
交
通
事
故
な
ど
の
場
合
は
、
市
に
届
出
が

　

必
要
で
す
。

　

国
保
医
療
課　

国
民
健
康
保
険
係

　

28
・
６
０
２
０　
　

28
・
６
０
５
８

き
ま
せ
ん

申
請
に
必
要
な
も
の

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

○
認
め
印
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

○
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
免
許
証
な
ど
）

○
委
任
状
（
別
世
帯
の
方
が
手
続
き
を
す
る

　

場
合
）

○
医
療
費
領
収
書
（
非
課
税
世
帯
で
過
去
１

　

年
間
に
91
日
以
上
入
院
さ
れ
た
方
）

○
個
人
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
個
人
番
号

　

カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド
）

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
各
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

国
保
医
療
課　

国
民
健
康
保
険
係

　

28
・
６
０
２
０　
　

28
・
６
０
５
８



　

日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

養
成
講
座
（
無
料
）

　

９
月
28
日
～
11
月
２
日
（
毎
週
土
曜
日
・

全
５
回
）
※
10
月
19
日
は
お
休
み

　

10
時
～
11
時
30
分

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
２
階　

会
議
室

　

入
門
編
４
回
、
実
践
編
１
回

　
○
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
方

○
３
回
以
上
参
加
で
き
る
方

　

30
名
程
度

　

９
月
20
日
（
金
）
ま
で

　

山
下
直
子
さ
ん
（
香
川
大
学
教
育
学
部
教
授
）

　

轟
木
靖
子
さ
ん
（
香
川
大
学
教
育
学
部
教
授
）

　

平
田
史
織
さ
ん
（
香
川
大
学
大
学
院
教
育
学

研
究
科
修
了
生
）

　
　

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
地
域
振
興

課
内
）　

28
・
６
０
１
４　
　

28
・
６
０
５
７

　　

国
民
年
金
「
付
加
保
険
料
」

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入

被
保
険
者
が
付
加
年
金
に
加
入
し
、
定
額
保

険
料
に
加
え
て
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、

亡
く
な
る
ま
で
老
齢
基
礎
年
金
と
合
わ
せ
て

付
加
年
金
を
受
け
取
れ
ま
す
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方
及
び
、
老

齢
基
礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
加

入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

付
加
保
険
料　

月
額
４
０
０
円

付
加
年
金
受
給
額
（
年
額
）

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

【
例
】
保
険
料
を
１
年
間
（
12
か
月
）
納
め

た
場
合
、
保
険
料
は
４
８
０
０
円
、
受
給
額

は
２
４
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
毎
年
受
け
取

れ
ま
す
の
で
、
２
年
間
受
け
取
る
と
支
払
っ

た
保
険
料
と
同
額
に
な
り
、
３
年
目
以
降
は

お
得
に
な
り
ま
す
。

　
○
個
人
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
個
人
番
号

　

カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド
）

○
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
な
ど
）

○
年
金
手
帳

○
認
め
印
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

※
代
理
の
場
合
は
右
記
の
も
の
に
加
え
、
委

任
状
と
代
理
の
方
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
各
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

新
居
浜
年
金
事
務
所

　

０
８
９
７
・
35
・
１
３
０
０

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
（
年
金
担
当
）

　

28
・
６
０
１
８　
　

28
・
６
１
２
８

　

水
道
料
金
な
ど
を
改
定

　

10
月
１
日
か
ら
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

水
道
料
金
及
び
下
水
道
使
用
料
は
12
月
分
か

ら
、
加
入
金
は
10
月
１
日
か
ら
改
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
改
定
後
の
水
道
料
金
な
ど
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

給
水
整
備
課　

28
・
６
４
５
３

　

28
・
６
４
６
３

　

下
水
道
課　

28
・
６
２
３
０

　

28
・
６
１
８
９　
　

　

市
営
駐
車
場
（
月
極
）
の
使
用
料
改
定

　　

10
月
１
日
か
ら
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

使
用
料
を
10
月
分
か
ら
改
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
改
定
後
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

　

観
光
交
通
課　

28
・
６
１
８
７

　

28
・
６
２
４
２

　

鳥
獣
害
（
ニ
ホ
ン
ザ
ル
）
対
策
研
修
会

　

市
内
で
も
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
、
野
生

鳥
獣
（
特
に
ニ
ホ
ン
ザ
ル
）
に
よ
る
農
作
物

な
ど
へ
の
被
害
対
策
を
地
域
で
考
え
、
実
践

し
て
い
く
た
め
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

研
修
会
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
講
演
と
市
内

で
の
対
策
状
況
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
被
害
で

お
困
り
の
方
、
対
策
を
検
討
し
て
い
る
方
な
ど
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

９
月
10
日
（
火
）
13
時
30
分
～
16
時

　

Ｊ
Ａ
う
ま
総
合
経
済
セ
ン
タ
ー
２
階

　

（
中
之
庄
町
１
６
８
４
・
４
）

　

「
地
域
で
取
り
組
む
サ
ル
対
策
の
実
践
」

　

「
市
内
の
取
り
組
み
事
例
紹
介
」

　

阿
部　

豪
さ
ん
（
株
式
会
社
野
生
鳥
獣
対

策
連
携
セ
ン
タ
ー
）

　

県
東
予
地
方
局
四
国
中
央
農
業
指
導
班

　

23
・
２
３
９
４

　

農
業
振
興
課　

28
・
６
３
２
３

　

28
・
６
１
２
６

　

鳥
獣
被
害
防
止
補
助
の
受
け
付
け

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
軽
減
の
た

め
、
令
和
２
年
度
に
実
施
す
る
金
網
や
電
気

柵
な
ど
の
設
置
に
よ
る
侵
入
防
止
対
策
な
ど

の
、
補
助
要
望
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

効
果
的
な
地
域
農
業
の
被
害
軽
減
の
た

め
、
集
団
や
地
域
全
体
で
の
実
施
を
推
奨
し

ま
す
が
、
個
人
か
ら
の
申
請
も
受
け
付
け
ま

す
。

　

補
助
率
な
ど
の
詳
細
は
、
Ｊ
Ａ
う
ま
各
経

済
セ
ン
タ
ー
（
川
之
江
中
央
・
三
島
中
央
・

豊
岡
・
土
居
中
央
・
川
下
）、
川
滝
支
店
、

新
宮
支
店
、
富
郷
出
張
所
及
び
市
役
所
各
窓

口
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
実
施
要
望
調
査

票
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

な
お
、
今
回
の
要
望
調
査
は
予
算
計
上
の

参
考
資
料
と
し
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
令
和
２
年
度
予
算
額
が
要
望
総
額
に
満
た

な
い
場
合
、
補
助
金
の
交
付
は
要
望
調
査
の

受
け
付
け
順
に
な
り
ま
す

　

９
月
６
日
（
金
）
～
10
月
31
日
（
木
）

　

農
業
振
興
課　

28
・
６
３
２
３

　

28
・
６
１
２
６



　

「
ロ
バ
隊
長
」
み
ん
な
で
作
ろ
う

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
無
料
）

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
の
一
つ
と
し

て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ロ
バ
隊
長
」
の

マ
ス
コ
ッ
ト
を
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

９
月
12
日
（
木
）
13
時
30
分
～
16
時
30
分

※
参
加
可
能
な
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
２
階　

会
議
室

　

裁
縫
道
具
（
お
持
ち
の
方
）

　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

　

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日

下
水
道
は
何
で
も
流
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

○
排
水
管
の
詰
ま
り
の
原
因
と
な
る
、
残
飯

　

な
ど
の
生
ご
み
や
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃

　

油
、
割
り
ば
し
、
つ
ま
よ
う
じ
な
ど
は
流

　

さ
ず
「
ご
み
」
と
し
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

○
ト
イ
レ
で
は
水
に
溶
け
や
す
い
ト
イ
レ
ッ

　

ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
テ
ィ
シ
ュ
ー
ペ
ー

　

パ
ー
や
紙
お
む
つ
な
ど
を
流
さ
な
い
よ
う

　

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
風
呂
の
排
水
口
に
髪
の
毛
を
そ
の
ま
ま

　

流
さ
ず
取
り
除
く
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ

　

う
。
排
水
管
の
中
で
絡
ま
っ
て
詰
ま
り
の

　

原
因
に
な
り
ま
す
。

○
薬
品
類
、
ペ
ン
キ
・
イ
ン
ク
類
を
流
す
と

　

排
水
管
が
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
他
、
下

　

水
処
理
が
困
難
に
な
り
ま
す
の
で
、
流
さ

　

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

処
理
区
域
内
の
家
庭
で
ま
だ
下
水
道
へ
の
接

続
が
で
き
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
下
水
道

へ
接
続
し
ま
し
ょ
う
！

○
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
か
ら
３
年
以
内
で

　

の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
家
庭
内
の
水
洗
化
工
事
は
、
市
指
定
の
排

　

水
設
備
指
定
工
事
店
へ
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

○
供
用
開
始
後
３
年
以
内
に
下
水
道
管
へ
接

　

続
工
事
を
す
る
場
合
、
50
万
円
ま
で
無
利

　

子
で
融
資
が
受
け
ら
れ
る
制
度
も
あ
り
ま

　

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
課　

28
・
６
２
３
０

　

28
・
６
１
８
９

　

自
衛
官
等
採
用
説
明
会

　

９
月
５
日
（
木
）
17
時
30
分
～
19
時
30
分

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
２
階　

会
議
室

　

仕
事
内
容
や
勤
務
体
系
、
福
利
厚
生
な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

　

０
８
９
７
・
32
・
５
３
９
６
（
フ
ァ
ク
ス
兼
）

　

固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
変
更
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

○
家
屋
を
取
り
壊
し
た
。

○
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
。

○
土
地
の
使
用
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た
。

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係　

28
・
６
２
０
５

　

28
・
６
０
５
８

　

花
の
種
銀
行
「
フ
ラ
ワ
ー
バ
ン
ク
」

　

花
の
種
（
元
金
）
の
貸
し
出
し
を
行
い
、

そ
の
種
で
花
を
育
て
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

種
を
収
穫
し
て
貸
し
出
し
相
当
分
に
善
意
の

種
（
利
息
）
を
加
え
て
返
却
し
て
い
た
だ
く

制
度
で
す
。
返
却
し
て
い
た
だ
い
た
種
は
翌

年
度
の
銀
行
の
元
金
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

口
座
開
設
の
資
格
と
条
件　

○
市
内
に
在
住
・
勤
務
・
在
学
し
て
い
る
方
、

  

グ
ル
ー
プ
及
び
事
業
所

○
花
を
育
て
る
場
所
を
市
内
で
確
保
で
き
る
方

○
花
が
好
き
な
方

○
花
を
種
か
ら
育
て
管
理
し
た
い
方

貸
し
出
す
花
の
種
類

パ
ン
ジ
ー
、
キ
ン
セ
ン
カ
、
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
、

デ
ー
ジ
ー
、
ク
リ
サ
ン
セ
マ
ム

受
付
開
始
日　

９
月
９
日
（
月
）
～

　
　

都
市
計
画
課　

28
・
６
２
３
１

　

28
・
６
１
８
９

　

権
利
擁
護
講
演
会
～
成
年
後
見
制
度

　

と
遺
言
に
つ
い
て
学
ぼ
う
～
（
無
料
）

　

病
気
や
認
知
症
に
よ
り
、
自
分
の
意
思
で

物
事
の
判
断
が
難
し
く
な
っ
た
時
、
大
切
な

財
産
や
安
心
し
て
生
活
を
送
る
権
利
を
守
る

た
め
に
、
成
年
後
見
制
度
や
遺
言
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

９
月
30
日
（
月
）
10
時
30
分
～
12
時

　

上
分
公
民
館
（
上
分
町
５
５
６
・
１
）

　

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
え
ひ
め
支
部
所
属
司

法
書
士
、
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

　
　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

　

認
知
症
高
齢
者
み
ん
な
で
探
そ
や
！

　

体
験
（
要
申
込
・
無
料
）

　

「
認
知
症
の
高
齢
者
の
方
が
ま
ち
を
不
安

そ
う
に
歩
い
て
い
る
」
と
い
う
設
定
の
も
と
、

声
を
か
け
る
体
験
を
通
し
て
、
声
の
か
け
方

や
見
守
り
方
を
学
び
ま
す
。

　

９
月
27
日
（
金
）
13
時
30
分
～
15
時

　

天
満
公
民
館
（
土
居
町
天
満
２
０
１
１
・
１
）

　

９
月
24
日
（
火
）
ま
で

　

参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
明
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
配
付
。

　
　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９



募　

集

令和 2年度　公立幼稚園・公立認定こども園・私立認定こども園　
教育認定（1号認定）の新入園児募集

公立幼稚園・公立認定こども園　教育認定
（1号認定）
■対象者　

　市内に居住し住所を有している次の期間に生ま

れた幼児

○ 3歳児　H28.4.2 ～ H29.4.1

○ 4 歳児　H27.4.2 ～ H28.4.1

○ 5 歳児　H26.4.2 ～ H27.4.1

■募集期間　10/7（月）～ 10/9（水）

　　　　　　9：00 ～ 16：30

■申込方法　

　所定の入園願書・入園申込書を、希望する施設

に提出してください。

※募集要項、入園願書・入園申込書は 10/7（月）

から各施設で配布します

【お知らせ】
　令和 2年 4月、川之江幼稚園と川之江保育園が

川之江こども園（仮称）、川之江みなみ幼稚園と

金田保育園が金田こども園（仮称）として、公立

認定こども園に移行を予定しています。

※今回の入園申し込みは、川之江幼稚園・川之江

みなみ幼稚園で受け付けます

公立・私立認定こども園で保育を希望する方（2

号、3 号認定）の募集は 11 月になります。募集

内容の詳細は、保育園と合わせて、広報 10 月号

でお知らせします。

問い合わせ先
○公立幼稚園・公立認定こども園のこと

　こども課　　　　　　　　28-6027　　28-6031

○私立認定こども園のこと

　緑ヶ丘認定こども園　　　58-6111　　58-6112

　認定こども園金生幼稚園　58-6510　　56-9353

　愛和認定こども園　　　　24-3533　　24-3534

　認定こども園三島幼稚園　24-3183　　23-5490

私立認定こども園　教育認定（1号認定）
■対象者

　3歳から 5歳の教育を希望する方（1号認定）

■募集期間　10/1（火）～

■申込方法　

　各施設が配布する入園願書・申込書に必要事項

を記入し、各施設に提出してください。募集内容、

受付方法などの詳細は、各施設にお問い合わせく

ださい。

　

統
計
調
査
（
全
国
家
計
構
造
調
査
、

　

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
）
実
施
中

　

全
国
家
計
構
造
調
査
は
、
家
計
に
お
け
る

消
費
、
所
得
及
び
資
産
な
ど
の
実
態
を
総
合

的
に
把
握
し
、
世
帯
の
所
得
分
布
及
び
消
費

水
準
、
構
造
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
で

　

９
月
は
「
屋
外
広
告
物
適
正
化

　

推
進
強
化
月
間
」

　

広
告
物
の
内
容
な
ど
を
確
認
し
、
適
正
に

管
理
し
ま
し
ょ
う

　

美
し
い
景
観
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
再

び
訪
れ
た
い
と
思
え
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
違
反
屋
外
広
告

物
適
正
化
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
屋
外
広
告
物
を

表
示
す
る
際
に
は
、
許
可
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

調
査
エ
リ
ア

国
道
11
号
（
寒
川
江
ノ
元
交
差
点
付
近
か
ら

寒
川
駅
前
交
差
点
付
近
）

調
査
対
象
物　

市
長
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い
広
告
物

調
査
内
容　

屋
外
広
告
物
の
種
類
や
設
置
状
況
、
面
積
な

ど※
調
査
は
事
業
所
な
ど
の
敷
地
に
立
ち
入
る

場
合
も
あ
り
ま
す

　

都
市
計
画
課　

28
・
６
２
３
１

　

28
・
６
１
８
９

す
。
調
査
員
が
世
帯
を
訪
問
し
た
際
は
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、市
内
全
て
の
事
業
所
を
対
象
に
「
経

済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
」
を
実
施
し
て
お
り
、

来
年
３
月
に
か
け
て
調
査
員
が
事
業
所
を
訪

問
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
統
計
調
査
員
は
、
調
査
員
証
を
携
帯

し
て
い
ま
す
の
で
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

政
策
推
進
課　

28
・
６
０
０
５

　

28
・
６
０
５
７

　

未
来
へ
の
約
束
を
公
正
証
書
が

　

守
り
ま
す
（
無
料
）

　

10
月
１
日
（
火
）
か
ら
７
日
（
月
）
は
「
公

証
週
間
」
で
す
。　

　

公
証
役
場
で
は
、
当
事
者
の
依
頼
に
よ
り

公
正
証
書
の
作
成
、
私
署
証
書
や
会
社
な
ど

の
定
款
に
対
す
る
認
証
の
付
与
な
ど
の
事
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
正
証
書
に
は
、
遺
言
公
正
証
書
、
任
意
後

見
契
約
公
正
証
書
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
公
正
証

書
は
、
法
律
の
専
門
家
で
あ
る
公
証
人
が
作
成

す
る
公
文
書
で
あ
り
、
高
い
証
明
力
が
あ
り
ま

す
。
法
律
行
為
の
確
実
を
期
す
た
め
に
は
、
公

正
証
書
を
作
成
し
た
り
、
認
証
を
受
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

公
証
役
場
で
は
電
話
に
よ
る
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
居
浜
公
証
役
場

　

０
８
９
７
・
35
・
３
１
１
０



　

四
国
中
央
少
年
少
女
合
唱
団
団
員
募
集

　

９
月
７
日
か
ら
月
２
、３
回
土
曜
日
に
実
施

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

宇
摩
教
育
会
館
３
階

　

定
期
演
奏
会
や
全
国
大
会
に
向
け
て
２
学

期
か
ら
練
習
を
開
始
し
ま
す
。

　

小
学
１
年
生
～
高
校
３
年
生

　

四
国
中
央
少
年
少
女
合
唱
団

　

74
・
３
７
０
０
（
大
西
）（
フ
ァ
ク
ス
兼
）

　

産
業
祭
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

出
店
者
募
集

　

11
月
16
日
（
土
）
10
時
～
16
時

　

11
月
17
日
（
日
）
９
時
30
分
～
14
時

　

伊
予
三
島
運
動
公
園

参
加
資
格　

市
内
在
住
で
代
表
者
が
20
歳
以
上
の
方

公益財団法人　伊予三島奨学会

大学・短大・
専門学校生※

※大学院については専
攻コースにより対象と
なる場合があります

9名程度

3万円

保護者が県内に居住

奨学生としての人物・学業ともに優れ、学資の支弁が困難と認められる者

　○奨学生願書

　○奨学生推薦書

　○成績証明書

　○市発行の奨学生用所得証明書　など

　選考後、内定通知は 2 月中に通知します。内定者は合格決定後、合格通知

書と誓約書などを提出し、受理後正式に奨学生として採用されます。書類の

提出時に親権者同伴の面談を行います。

他の奨学制度との併用を認めます。

ただし、応募多数の場合は、併用のな

い者を優先します。

高校・
高等専門学生

2名程度

1万 5千円

公益財団法人　川之江奨学会

　大学・短大・
専門学校生

25名程度

2万 5千円

　大学・短大・

専門学校生

4名程度

20 万円

保護者が市内に居住

他の奨学制度との併用を認めます。

高校・
高等専門学生

2名程度

1万円

高校・

高等専門学生

2名程度

10 万円

奨学金

募集人員

貸与金額
（月額）

入学

準備金

募集人員

貸与金額

出願資格

必要書類

注意事項

　

令
和
２
年
度　

奨
学
生
募
集

申
し
込
み
先

○
市
内
の
中
学
校
・
高
等
学
校
在
学
生
は
在

　

学
中
の
学
校

○
市
外
の
中
学
校
・
高
等
学
校
在
学
生
は
市

　

教
育
委
員
会
事
務
局

○
修
学
途
中
の
大
学
生
な
ど
は
市
教
育
委
員

　

会
事
務
局

　

令
和
２
年
１
月
15
日
（
水
）
ま
で

※
申
請
書
類
は
、
市
内
の
各
中
学
校
・
高
等
学

校
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
市
外
の
方
は
市
教

育
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い

　

教
育
総
務
課　

28
・
６
０
４
４

　

28
・
６
０
６
０

　

新
宮
小
・
中
学
校　

小
規
模
特
認
校

　

説
明
会
（
令
和
２
年
度
生
募
集
）

　

10
月
19
日
（
土
）
10
時
～

　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
３
階　

大
会
議
室

※
教
育
内
容
や
募
集
方
法
に
つ
い
て
は
広
報

10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
や
新
宮
小
・
中
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い

　

学
校
教
育
課　

28
・
６
０
４
５

　

28
・
６
０
６
０

　

非
常
勤
嘱
託
員
募
集
（
校
務
員
）

採
用
予
定
人
数　

２
人

業
務
内
容 

学
校
事
務
補
助

勤
務
場
所　

土
居
中
学
校
・
中
之
庄
小
学
校

賃
金　

月
額
13
万
６
９
０
０
円

　　

応
募
資
格
や
応
募
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

人
事
課　

28
・
６
０
０
４

　

28
・
６
０
５
６

販
売
物

利
用
価
値
が
あ
り
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
日

用
品
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
に
よ
る
品
物
。
法

令
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
物
、
動
物
・
昆
虫
類
、

食
料
品
な
ど
は
販
売
で
き
ま
せ
ん
。

注
意
事
項

○
会
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
し
て
、
市
は
一

  

切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

○
テ
ン
ト
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
各
自

　

で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

　

両
日
と
も
に
30
組
（
先
着
順
）
※
団
体
・
個

人
と
も
１
区
画
（
２
・
５
㍍
×
２
・
５
㍍
）
の
み

　

10
月
16
日
（
水
）
９
時
30
分
～

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す

申
込
場
所　

市
役
所
市
民
交
流
棟
２
階　

会
議
室

※
12
時
以
降
は
生
活
環
境
課
（
市
役
所
２
階
）

※
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）

と
認
め
印
が
必
要
で
、
本
人
確
認
書
類
が
な
い

場
合
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

生
活
環
境
課　

ご
み
減
量
推
進
係

　

28
・
６
０
１
５　
　

28
・
６
０
５
９



内容 日時 場所 問い合わせ先

パソコン文字入力講座
※要事前申し込み

9/13（金）・9/20（金）・
9/27（金）
10：00 ～ 12：00

市役所市民交流棟 1階
多目的室

障がいピアサポートセンター　
24-0439

県委託療育等支援事業
（講師派遣など） 随時

支援の必要な方や家族が
関わる保育園・幼稚園・
学校・事業所など

澄心そうだんさぽーと
22-3311（鈴木・ファクス兼用）

障がい者の就労相談・支援、
事業所からの雇用相談
※来所による相談は要予約

月～金曜日
9：00 ～ 17：30

サンハイツ三島中央 1階
（三島中央 3-13-12）

ジョブあしすと UMA
23-6558　　22-4558

障がいのある方へ　相談・支援事業

障
が
い
の
あ
る
方
へ

相　

談

　

精
神
障
が
い
者
当
事
者
学
習
会
（
無
料
）

　

９
月
12
日
（
木
）
14
時
～
15
時
30
分

　

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階　

集
団
指
導
検
診
室

　

生
活
習
慣
を
見
直
そ
う
②
～
タ
バ
コ
と
お

酒
の
話
～

　

社
会
福
祉
法
人　

光
と
風

　

74
・
９
０
３
３　
　

72
・
７
９
０
０

　

精
神
障
が
い
者
（
児
）
家
族
の
た
め
の

　

教
室　

（
要
申
込
・
無
料
）

　

障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
の
ご
家
族
の
た
め

に
、
病
気
に
対
す
る
理
解
や
情
報
共
有
を
目

的
に
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
お
薬
と

の
上
手
な
付
き
合
い
方
の
お
話
で
す
。

　

９
月
25
日
（
水
）
13
時
30
分
～
15
時

　

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階　

集
団
指
導
検
診
室

　

講
演
「
お
薬
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め

に
」、
個
別
相
談
会

　

市
民
で
精
神
疾
患
を
持
つ
子
ど
も
の
ご
家

族
の
方

　

越
智
弘
子
さ
ん
（
し
ん
ぎ
薬
局
薬
剤
師
）

　
　

社
会
福
祉
法
人　

光
と
風

　

24
・
４
０
０
６　
　

72
・
６
０
３
０

　

第
23
回
ど
ん
ぐ
り
運
動
会
（
要
申
込
）

　

障
が
い
が
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
運
動
会

で
す
。
競
技
に
参
加
さ
れ
た
い
方
、
当
日
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け

る
方
は
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

10
月
31
日
（
木
）
10
時
～
14
時
30
分

　

伊
予
三
島
運
動
公
園
体
育
館

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

　

９
月
27
日
（
金
）
ま
で

競
技
へ
の
参
加

　
　

社
会
福
祉
法
人　

光
と
風

　

74
・
９
０
３
３　
　

72
・
７
９
０
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
３
９　
　

28
・
６
１
６
０

　

簡
単
に
高
収
入
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
！

　

「
情
報
商
材
」
の
ト
ラ
ブ
ル

　

副
業
や
投
資
な
ど
で
高
額
収
入
を
得
る
た

め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
と
称
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
情
報
の
こ

と
を
「
情
報
商
材
」
と
い
い
ま
す
。
広
告
な

ど
を
き
っ
か
け
に
、
簡
単
に
収
入
が
得
ら
れ

る
と
信
じ
て
契
約
し
た
も
の
の
、
広
告
や
説

明
と
違
っ
て
収
入
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
相

談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

相
談
事
例

　

「
老
若
男
女
、
誰
で
も
す
ぐ
収
入
が
得
ら

れ
る
」
と
い
う
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
見
つ
け

約
30
万
円
で
情
報
商
材
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

を
購
入
し
た
が
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
起
動
せ

ず
収
入
が
得
ら
れ
な
い
。
苦
情
を
伝
え
る
と

月
収
１
千
万
円
を
得
ら
れ
る
と
い
う
上
位
の

コ
ー
ス
を
勧
め
ら
れ
た
。「
必
ず
フ
ォ
ロ
ー

す
る
」「
購
入
代
金
を
半
額
に
す
る
」
な
ど

と
強
引
に
誘
わ
れ
断
り
切
れ
ず
に
契
約
し
た

が
、
そ
の
後
連
絡
も
な
く
フ
ォ
ロ
ー
も
な
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

○
簡
単
に
高
額
収
入
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
あ   

　

り
ま
せ
ん
。
実
際
に
は
あ
ま
り
価
値
の
な

　

い
情
報
が
高
額
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す

　

が
、
契
約
前
に
内
容
を
確
か
め
る
こ
と
が

　

で
き
な
い
の
で
、
安
易
に
信
用
し
て
事
業

　

者
に
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
困
っ
た
こ
と
や
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合

　

は
次
の
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

県
立
新
居
浜
産
業
技
術
専
門
校

　

令
和
２
年
度
入
校
選
考
（
前
期
募
集
）

対
象
者　

高
等
学
校
卒
業
者

募
集
科
目 
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、
自
動
車

整
備
科
、
メ
タ
ル
技
術
科

入
校
日　

令
和
２
年
４
月
10
日
（
金
）

願
書
受
付　

９
月
24
日（
火
）～
10
月
18
日（
金
）

選
考
試
験　

10
月
25
日
（
金
）
９
時
30
分
～

合
格
発
表　

11
月
１
日
（
金
）

　

県
立
新
居
浜
産
業
技
術
専
門
校

　

０
８
９
７
・
43
・
４
１
２
３

　

０
８
９
７
・
41
・
９
８
８
０



　
　

き
な
い
事
情
を
改
善
す
る
た
め
の
措
置
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

【
合
理
的
配
慮
の
具
体
例
】

募
集
・
採
用
時

○
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
に
対
し
、
点
字

　

や
音
声
な
ど
で
採
用
試
験
を
行
う
こ
と

○
聴
覚
や
言
語
に
障
が
い
が
あ
る
方
に
対

　

し
、
筆
談
な
ど
で
面
接
を
行
う
こ
と

採
用
後

○
肢
体
不
自
由
が
あ
る
方
に
対
し
、
机
の

　

高
さ
を
調
整
す
る
な
ど
、
作
業
を
可
能

　

に
す
る
工
夫
を
行
う
こ
と

○
知
的
障
が
い
が
あ
る
方
に
対
し
、
図
な

　

ど
を
活
用
し
た
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

　

成
し
た
り
、
業
務
手
順
を
分
か
り
や
す

　

く
示
す
こ
と

○
精
神
障
が
い
が
あ
る
方
に
対
し
、
出
退

　

勤
時
刻
・
休
暇
な
ど
に
関
し
、
通
院
・

　

体
調
に
配
慮
す
る
こ
と　
　

　

働
い
て
収
入
を
得
る
、
自
ら
の
能
力
を

発
揮
し
て
自
己
実
現
を
図
る
と
い
っ
た
こ

と
を
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
と
っ
て
も
「
当

た
り
前
」
の
こ
と
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
一
人
ひ
と

り
が
持
つ
能
力
を
発
揮
し
、
共
に
支
え
あ

う
社
会
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
障
が
い

の
あ
る
方
の
雇
用
に
対
す
る
理
解
を
よ
り

一
層
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

不
動
産
無
料
相
談
（
要
予
約
）

　

９
月
12
日
（
木
）
13
時
～
17
時

　

宇
摩
建
設
会
館
３
階
（
三
島
宮
川
）

　

相
談
日
前
日
ま
で
の
13
時
～
17
時
に
電
話

予
約
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
　

愛
媛
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
四
国
中

央
地
区
連
絡
協
議
会　

24
・
２
２
３
５

　

24
・
２
２
３
６

じ
ん
け
ん
広
場

９
月
は
障
が
い
者
雇
用
支
援
月
間

　

障
が
い
者
が
自
立
し
、
社
会
参
加
を
す

る
た
め
に
は
、
仕
事
に
就
き
、
経
済
的
基

盤
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
の
就
労
は
、
近
年
急
速
に
増

え
て
お
り
、
平
成
30
年
度
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
新
規
で
求
職
の
申
し
込
み
を
し
た
障

が
い
者
数
は
21
万
１
２
７
１
件
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
通
じ
た
障
が
い
者
の
就
職
件
数

は
10
万
２
３
１
８
件
に
上
り
、
過
去
最
高

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
平
成
28
年
４
月

に
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
障
が
い
者
に

対
す
る
差
別
の
禁
止
及
び
合
理
的
配
慮
の

提
供
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止

　

全
て
の
事
業
主
は
労
働
者
の
募
集
及
び

採
用
に
お
い
て
、
障
が
い
者
に
対
し
て
障

が
い
者
で
な
い
者
と
均
等
な
機
会
を
与
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
賃
金
の

決
定
、
教
育
訓
練
の
実
施
、
福
利
厚
生
施

設
の
利
用
そ
の
他
の
待
遇
に
つ
い
て
、
労

働
者
が
障
が
い
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と

し
て
、
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
を
し
て

は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
理
的
配
慮
の
提
供

　

合
理
的
配
慮
と
は
、
募
集
及
び
採
用
時

に
お
い
て
は
、
均
等
な
機
会
の
確
保
の
支

障
と
な
っ
て
い
る
事
情
を
改
善
す
る
た
め

の
措
置
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、
採

用
後
に
お
い
て
は
、
均
等
な
待
遇
の
確
保

ま
た
は
労
働
者
が
有
す
る
能
力
を
発
揮
で

　

無
料
特
許
・
商
標
相
談
（
要
予
約
）

　

10
月
７
日
（
月
）
13
時
～
16
時

　

四
国
中
央
商
工
会
議
所
〔
旧
川
之
江
保
健

セ
ン
タ
ー
（
金
生
町
下
分
７
８
９
・
１
）〕

　

相
談
日
の
５
日
前
ま
で
に
電
話
予
約

　
　

四
国
中
央
商
工
会
議
所　

特
許
相
談
係

　

58
・
３
５
３
０　
　

58
・
６
２
９
４

困
っ
た
と
き
は
ピ
ピ
ッ
と
相
談
！

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

市
民
く
ら
し
の
相
談
課　

28
・
６
１
４
３

　
　

28
・
６
１
４
９

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
　

　

１い

や

や

８
８

　

ミ
ニ
ク
ラ
ブ
（
無
料
）

　

毎
週
火
曜
日　

13
時
～
14
時

　

川
之
江
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　

毎
週
金
曜
日　

13
時
～
14
時

　

み
し
ま
児
童
セ
ン
タ
ー

　

発
達
や
発
育
に
心
配
が
あ
る
未
就
園
の
お

子
さ
ん
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た
、
小
集
団

あ
そ
び
と
相
談
の
ひ
ろ
ば
で
す
。
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

発
達
支
援
課　

28
・
６
０
２
９

　
　

28
・
６
０
３
０

　

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士

　

無
料
登
記
法
律
相
談
会
（
予
約
不
要
）

　

10
月
２
日
（
水
）
10
時
～
15
時

　

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
（
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

第
１
会
議
室

　

不
動
産
の
相
続
・
売
買
・
分
筆
・
境
界
な

ど
の
登
記
や
会
社
・
法
人
登
記
、
成
年
後
見

制
度
及
び
訴
訟
手
続
き
（
書
類
作
成
）、
並

び
に
公
証
人
に
よ
る
遺
言
な
ど
の
公
正
証
書

作
成
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

愛
媛
県
司
法
書
士
会
四
国
中
央
支
部

　

25
・
３
１
３
６　
　

25
・
３
１
３
７

　

無
料
法
律
相
談
（
予
約
不
要
）

　

10
月
７
日
（
月
）

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分
、
13
時
～
14
時
30
分

　

松
山
地
方
裁
判
所
西
条
支
部

　

新
居
浜
簡
易
裁
判
所

　

０
８
９
７
・
32
・
２
７
４
３

　

０
８
９
７
・
36
・
５
１
５
３



相談日は変更する場合があります。事前に電話でお問い合わせください。

 法律相談　※相談日前日 17：15 までに要予約（土・日・祝日は予約不可）

 9/ 3（火）13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 市民くらし
 の相談課

28-6143
28-6149

 9/10（火） 9：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

 9/17（火）13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 9/20（金）　9：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

 9/25（水） 13：30 ～ 15：30  土居窓口センター 1階

10/ 1（火）13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

10/10（木） 9：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

 司法書士相談　※相談日前日 17：15までに要予約（土・日・祝日は予約不可）

 9/ 5（木）  9：00 ～ 12：00  市役所 1階　101・102 会議室
 市民くらし
 の相談課

28-6143
28-6149

 9/11（水） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 9/18（水） 13：00 ～ 16：00  土居窓口センター 1階

10/ 4（金）  9：00 ～ 12：00  市役所 1階　101・102 会議室
10/ 9（水） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 人権相談

 9/17（火） 10：00 ～ 12：00  土居福祉センター 1階  人権施策課
28-6073
28-6173

10/ 7（月） 13：00 ～ 15：00  川之江文化センター 4階

10/ 9（水） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室
年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 松山地方法務局四国中央支局
 23-2407    23-2496

 年金出張相談　※要予約

 9/12 （木）10：00 ～ 14：30 受付

 川之江文化センター 4階
 新居浜
 年金事務所
 0897-35-1445

 9/26 （木）10：00 ～ 14：30 受付

10/10 （木）10：00 ～ 14：30 受付

 行政相談

 9/ 2 （月）10：00 ～ 12：00  市役所１階　101 会議室

 総務調整課  
28-6002
28-6056

 9/ 9 （月）  9：00 ～ 12：00  土居窓口センター 1階

 9/10（火） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 9/17（火）13：30 ～ 15：30  川之江文化センター 2階

 9/24（火）10：00 ～ 12：00  市役所１階　101 会議室

10/ 1 （火）10：00 ～ 12：00  市役所１階　102 会議室

10/ 7 （月）  9：00 ～ 15：00  土居窓口センター 1階

10/ 7 （月） 10：00 ～ 15：00  市役所１階　102 会議室

10/ 8 （火） 13：30 ～ 15：30  川之江文化センター 2階

10/ 9 （水） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 一般・消費・ＤＶ相談（相談窓口）

 9/ 3（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 市民くらし 
 の相談課

28-6143
28-6149

 9/ 5（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 9/10（火） 9：00 ～ 11：30  土居窓口センター 1階

 9/12（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 9/19（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 9/26（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

10/ 1（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

10/ 3（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

10/ 8（火） 9：00 ～ 11：30  土居窓口センター 1階

10/10（木）　9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階
年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15  市民くらしの相談課

 暴力団相談

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 愛媛県暴力追放推進センター
 089-932-1893    089-932-8930

9 月の相談日程

　高齢介護課　地域包括支援センター

　28-6147　　　28-6059

もの忘れチェック体験（無料）
　心配なもの忘れを早期に発見し、

予防に取り組めるよう、パソコンを
使ったタッチパネル式の「もの忘れ
相談プログラム」を体験できます。
一人 5分程度で簡単にできます！

日時 場所

9/17（火）
13：30 ～ 15：00

川之江窓口センター

10/2（水）
13：30 ～ 15：00

高齢介護課

10/8（火）
13：30 ～ 15：00

土居窓口センター

今月の納期
国民健康保険料　3期分

後期高齢者医療保険料　3期分

介護保険料　3期分

保育所・幼稚園・

認定こども園使用料　9月分

市営住宅使用料　9月分

市営住宅駐車場使用料　9月分

※納期限　9月 30 日（月）

水道料金　8月分

下水道使用料　8月分

※納期限　9月 10 日（火）

東予若者サポートステーション

出張相談（無料・要予約）

　9/9（月）・9/30（月）・10/7（月）

　13：00 ～ 17：00

　ハローワーク四国中央 1階　

相談室

　就職にお悩みの 15 歳～ 39 歳の

方またはその保護者

　一人 1時間の相談で 1日 4名まで

　　東予若者サポートステーション
　0897-32-2181　　0897-32-2182
　（新居浜市繁本町 8-65）

　　高齢介護課　地域包括支援セン

ター　28-6147　　　28-6059

もの忘れ相談（無料・要予約）

　9/18（水）13：30 ～ 14：30

　高齢介護課

相談医師

田所利彦さん（豊岡台病院）

　1人 30 分程度で 2名まで

※すでに専門医を受診されている場

合は対象外です。ご家族のみでのご

相談も可能です



川滝小学校秋季大運動会・
川滝町民運動会

9/22（日）8：30 ～
川滝小学校グラウンド
※雨天の場合は順延

川滝公民館 28-6252

男性料理教室
「シェフ倶楽部」生徒募集

10 月から月 1回開催（第 3火曜日）
　12 名
　9/27（金）まで
　1回 500 円

長津公民館 28-6363

新宮大運動会

9/15（日）8：45 ～
新宮小・中学校グラウンド
※雨天中止（中止の場合は 6：30
に放送します）
※小・中学校は順延

新宮公民館 28-6410

寒川大運動会

9/22（日）8：30 ～
寒川小学校グラウンド
※雨天中止（中止の場合は 7：00
に放送します）
※小学校は順延

寒川公民館 28-6066

ステップアップ教室
「美学（みがく）」基礎料理

9/20（金） ① 13：30 ～
　　　　　② 19：30 ～
　シュウマイ作り
　9/17（火）まで
　300 円（20 個）

天満公民館 28-6360

男の料理教室
～カジメン倶楽部～

9/27（金）9：30 ～
　エプロン、三角巾、米 0.5 合
　400 円

土居公民館 28-6358

三
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！
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！
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！
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９
月
１
日
（
日
）
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29
日
（
日
）

　

受
付
カ
ウ
ン
タ
ー

9月の休館日

川之江図書館　28-6256
三島図書館　　28-6053
土居図書館　　28-6354
おやこ図書館　28-6258

検索紙のまち図書館
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９
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９
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～
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「
黄
金
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邦
画
）

イ
ベ
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ト
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報

川之江図書館

おやこ図書館

毎週月曜日
三島図書館

毎週月曜日
10/1（火）～ 10/10（木）
※特別整理期間のため
土居図書館

毎週月曜日
17（火）・24（火）



♪離乳食セミナー　（予約制 ・ 無料）
　簡単、便利、すばやくできる！基本を学びましょう。
■とき　9/27（金）9：30 ～ 11：30
■内容　離乳食の進め方や工夫の話、初期の調理実習
■対象　生後 5～ 6か月のお子さんの保護者
※お子さん連れの場合はおんぶひもをご持参ください
■定員　10 名  
■持参品　母子健康手帳、筆記用具、エプロン、　
　　　　　三角巾、手拭きタオル
■申込期限　9/24（火）まで
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

♪からだとこころの健康相談
   （予約制 ・ 無料）
　ご自身やご家族の身体と心の健康について、気になる
ことや、相談したいことはありませんか？
■とき　9/4（水）、10/16（水） 9：00 ～ 11：00
■内容　健康相談、血圧測定、体脂肪測定、血管年齢  
        測定、唾液ストレスチェックなど
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

♪ママパパ学級「沐浴編」（予約制・無料）
　妊娠・出産・育児について学べる教室です。
■とき　9/29（日）9：15 ～ 12：00
※ 15 分前から受付開始、時間厳守でお願いします
■内容　妊娠中の歯の健康、パパの妊婦体験、赤ちゃん
　　　　人形のお風呂（沐浴実習）
■対象　市内在住の初妊婦さんとそのご主人
　　　　（11 月～令和 2年 2月ごろ出産予定の方）
※参加者多数の場合は、調整させていただきます
■持参品　母子健康手帳、筆記用具、飲み物
■申込期限　9/20（金）まで
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

お住まい
（地域）

育児相談
妊婦相談

4か月児健診 1歳6か月児健診 3歳児健診

Ｈ31年4月生 Ｒ1年5月生 Ｈ30年2月生 Ｈ30年3月生 Ｈ28年8月生 Ｈ28年9月生

川之江
新宮

10/28（月）
13：30～ 15：00

9/5（木）
13：00 ～ 13：45

10/3（木）
13：00 ～ 13：45

9/12（木）
12：45 ～ 13：45

10/10（木）
12：45 ～ 13：45

9/19（木）
12：45 ～ 13：45

10/24（木）
12：45 ～ 13：45

川之江ふれあい交流センター（市民会館川之江会館隣）

三島
9/26（木）

13：30～ 15：00
9/2（月）

13：00 ～ 13：45
10/7（月）

13：00 ～ 13：45
9/24（火）

12：45 ～ 13：45
10/29（火）

12：45 ～ 13：45
9/10（火）

12：45 ～ 13：45
10/8（火）

12：45 ～ 13：45

保健センター

土居
9/13（金）

10：00～ 11：30
10/4（金）13：00 ～ 13：45

　

土居こども館 土居窓口センター 3階 保健センター

乳幼児健診・育児相談・妊婦相談　～子どもの健やかな発育のために～

保健センターで受診できない土居地域の方は、土居窓口セ
ンター 3階で行われる 1歳 6 か月児・3歳児健診にお越し
ください
とき：9/20（金）12：45 ～ 13：45

※川之江、新宮地域にお住まいの方へ：健診・育児相談場所は川之江ふれあい交流センターです
※お住まいの地域以外の健診日程で受診したい場合は、事前に下記までご連絡ください
●母子健康手帳と健診問診票（育児ノートから切り取って）をご持参ください。
● 1歳 6か月児健診・3歳児健診は歯科健診がありますので歯磨きをしてお越しください。
●健診当日、お子さんの体調が優れない場合は、無理をせず体調が回復してから受診するようにしましょう。
●上記相談日以外でも、妊娠や育児に関する相談は随時行っていますので、お気軽にご相談ください。

保健センター 28-6054  保健推進課川之江窓口 28-6214   保健推進課土居窓口 28-6350問

対象は R1 年 5 月生・6月生

♪ 「健康づくりサポーター養成講座」 ＆
「知っ得！ゼミ」 合同開催 !!
（予約制 ・ 無料）

　ご自身の健康、見直してみませんか？

■とき　9/17（火）13：30 ～ 15：00
■内容　教えて、ドクター！ PART1
　　　　心の健康の秘訣とは？
■講師　枝廣篤

あ つ ま さ

昌さん（豊岡台病院院長）
■定員　60 名程度
■持参品　飲み物、筆記用具
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

■とき　10/11（金）13：30 ～ 15：00
■内容　教えて、ドクター！ PART2
　　　　検診は、受けること、受けた後が大切です
■講師　小坂泰二郎さん（HITO 病院乳腺外科部長）
■定員　60 名程度
■持参品　飲み物、筆記用具
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

両教室の 3回目

両教室の 2回目



月日 東部 西部

9/1
宮﨑内科
59-5000（妻鳥町）

松風病院
74-2001（土居町入野）

9/8
豊永医院
56-3037（金田町金川）

ふく整形外科
74-0029（土居町中村）

9/15
大西内科医院
56-2018（金生町下分）

生協宇摩診療所
25-0114（寒川町）

9/16
ｸﾘﾆｯｸ山崎内科
57-0035（川之江町）

白石医院
25-0777（豊岡町豊田）

9/22
福田医院
23-2188（下柏町）

花房内科
24-2200（中之庄町）

9/23
川関高橋医院
56-2022（金生町下分）

あんどう整形外科
74-1715（土居町小林）

9/29
矢部内科
23-5018（三島宮川）

みよし循環器ｸﾘﾆｯｸ
24-5311（寒川町）

10/6
白石循環器科
58-0444（金生町下分）

青野医院
74-7470（土居町津根）

10/13
井上整形外科
24-2171（三島中央）

豊岡台病院
25-0088（豊岡町長田）

休日当番医　　診療時間　9 ： 00 ～ 18 ： 00

※都合により変更する場合があります

9 月は「健康増進普及月間」です。
1に運動　2に食事

しっかり禁煙　最後にクスリ
～健康寿命をのばしましょう～

　日本人の40歳以上の約8割の方が
歯周病と言われています。歯周病は、
歯を失う大きな原因の一つです。
　早期発見と予防のために年に1度
は検診を受けましょう！

■対象　20 歳～ 65 歳（令和 2 年 3 月 31 日時点）で、
　　　　歯科疾患の治療中でない方
■内容　歯科医による歯周・口腔内診査
■申し込み・実施期間　令和 2年 2月末まで
■申し込み・問い合わせ先　保健センター　28-6054

 歯周病検診のご案内 （要申込 ・ 無料）

急病などで困った時は!

○テレガイド（休日・夜間救急当番医など）
　23-5990

　消防署につながります。自動音声でその日の夜間

　救急病院の病院名と電話番号、また急患医療セン

　ターの電話番号を教えてくれます。

○病院案内　　28-9119
　消防署につながります。担当者が症状などを聞いて

　どこの病院へ行けばよいか案内します。

○小児救急医療電話相談　
  089-913-2777 または ＃ 8000 （携帯 ・ プッシュ回線）

　医師や看護師などが家庭での応急対処の方法や医療

　機関の受診について教えてくれます。

◎急患医療センター （内科 ・小児科）
　56-1913　妻鳥町 1501-1 （妻鳥小学校西側）

　【診療時間】月曜日～土曜日　19：30 ～ 22：30　

　　　　　 　（日曜日・祝日は休診）
※急患医療センターの診療は、 宇摩医師会の有志の先生方のご

協力により実施しています

 
救急外来は、夜間などの急病に対して応急的な処

置を行うところです。休日・夜間に平日の昼間と同

じような感覚で安易に救急外来を受診することのな

いよう、適切な救急医療機関の利用をお願いします。

お願い

 9月10日～16日は「自殺予防週間」です
　自殺は、「さまざまな問題を抱えて

追い込まれた末の死」であり、「個人の

問題ではなく社会の問題」と言われて

います。問題が複雑化する前に、周囲

の気づきと温かな言葉で、大切な命を

守りましょう。



がん検診を受けましょう !
　日本人の死因の 第 1 位は「がん」です。日本人の 2 人に 1 人が「がん」にかかり、3 人に 1 人が「がん」
で亡くなっています。「がん」は早期に発見するほど、治る確率が高くなります。

Ｑ「がん検診」を受けることがどうして重要なの？

がん検診が受けられます！

第 16 回 健康まつり
と　き　10 月 5 日（土）9:00 ～ 12:30
ところ　保健センター

1 階 総合健診
各種がん検診などを実施します。詳しくは、お
問い合わせください。

【申し込み・問い合わせ】保健センター　28-6054

※有料（一部無料あり）

2階 各種イベント
健康などに関するさまざまなイベントを行いま
す。ご家族・ご友人お誘い合わせのうえ、ご来
場ください！

※無料

「骨量チェック」を実施します！

健康まつり当日のみ、20 歳～ 80 歳の
方ならどなたでも、自己負担 2,000 円
で骨粗しょう症検診が受けられます。
ご希望の方は、早めにお申し込みくだ
さい。

Ａ「がん検診」でなければ早期発見が難しいからです。

　がんになっても、初期の段階ではほとんど自覚症状がありません。治療が十分に可能な段階で
早期発見するためには、定期的に検診を受ける事が大切です。

Ｑ「がん検診」はどうやって受ければいいの？

予約制
予約制

Ａ 40歳以上の方で、本市に住民票があれば受けられます。
　※子宮頸がん検診は 20 歳から受けられます

　本市では、毎年さまざまな会場で総合健診を行っています。対象年齢に達している方であれば、
加入している保険に関係なく受診することができます。また、検診費用の約 70％を市が補助し、受
診者の負担を軽減しています。詳しくは、保健センター、各窓口センターまでお問い合わせください。

　がんは高齢者に多い病気ですが、がんにかかる人の約 3割は 40 ～ 64 歳の現役世代のため、
油断は禁物です。年齢が上がるにつれて、がんの発症率も高くなるため、40 歳を過ぎたら（子宮頸が
んは 20 歳から）、毎年がん検診を受けましょう。

がんにかかる人の約３割は、40 ～ 64 歳の現役世代です！



　休日や夜間に、平日の昼間と同じような感覚で、安

易に救急外来を受診する軽症患者により、医師の負担

が増え、重症患者への対応に支障をきたす可能性が生

じています。

　このままでは病院の医療スタッフが疲弊し、適切な

医療を提供できなくなる恐れがあることから、それを

防ぐために「愛媛の救急医療を守る県民運動（愛救県

民運動）」を実施しています。これは、医療機関や救急

車の適切な利用を一人ひとりに心掛けていただく取り

組みですので、ご協力をお願いします。
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救急医療を守ろう！
～愛救県民運動にご協力を～

普段からの 3つの心掛け

○日頃から「かかりつけ医」を持ち、
　医療スタッフに感謝の気持ちを　　
　持って受診しましょう。

○健康診断や検診などにより、病気の
　予防や早期発見に努めましょう。

○家庭で薬を常備しましょう。

受診にあたっての 3つの心掛け
○診療には、医師以外にも検査技師、薬剤師、看護師など多くの医療
　スタッフが必要であり、これらの医療スタッフがそろっている平日
　の昼間（医療機関の通常診療時間内）に受診しましょう。
○救急車で搬送されても、軽症の場合は、通常の受付順となる場合が
　あることに留意しましょう。
○急な発熱や腹痛などで受診が必要と思われる場合、平日夜間は急患
　医療センターを、休日の昼間は当番医（21 ページ参照）を利用し
　ましょう。なお、診療を受けた翌日は、「かかりつけ医」または「専
　門の医療機関」で治療や検査を受けてください。

問い合わせ先

　保健推進課　地域医療対策室　28-6157

　安全・危機管理課　          28-6933

9 月 9 日は救急の日。救急車の正しい利用にご協力下さい！

消防二課
井川寿洋消防司令

　救急車の出動件数は年々増加しており、 平成 30年の出動件数は3,676件で、 一日あ
たりにすると約10件となっています。 また、 搬送者のうち、 軽症者が約４割を占めてい
ます。 その中には、 「救急車で行けば、 早く診てもらえるから」、 「タクシーだとお金がか
かるから」、 「どこの病院に行けばよいか分からないから」 などといった、 緊急性や重症感
のない救急車の要請が含まれています。
　　安易に救急車を呼ぶ人が増えると、 生命に危険のある傷病者のところに救急車が到着
するのが遅くなってしまいます。 救急車は限りある資源です。 一刻を争う人のところに
救急隊がいち早く到着できるよう、 皆さまのご理解とご協力をお願いします。

四国中央市の救急医療体制

三次救急

二次救急

初期救急

脳卒中など特に症状の重い患者
○東予救命救急センター
　（県立新居浜病院）

入院や手術が必要な症状の重い患者
○地域の中核病院が交代で担当（四国
　中央病院・HITO 病院・長谷川病院）

比較的症状の軽い患者
○四国中央市急患医療センター
○在宅当番医 低

高
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①～③　かわのえ夏まつり花火大会（7/14）

④～⑧　みなと祭（7/23 ～ 7/25）

⑨～⑯　四国中央紙まつり（7/27・28）

⑰～⑳　湖水まつり（8/3）

※新宮盆踊り、寺内盆踊り、嶺南地区盆踊り大

会、土居夏まつりは台風 10 号の影響により中

止になりました
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7/20
えひめさんさん物語オープンファクトリー
「工場見学～制御盤とは何だろう～」

7/25 スポーツチャンバラ世界大会出場報告

　ものづくり企業の岡田電機株式会社（秋山順代表取

締役）で、開催されました。夏休み初日ということも

あり、親子連れでの参加が目立ちました。参加者は、

制御盤の仕組みや制御盤ができるまでの過程を、体験

などを通じ楽しく学んでいました。

　高松市で開催された第 4 回田邊哲人杯争奪戦大会に

出場した市スポーツチャンバラ協会仁武館の石川寛さ

ん、八幡和磨さん（松柏小 6 年）、岡平博樹さんが入賞

し、東京で開催される第 44 回世界選手権大会の出場権

を勝ち取ったことを市長に報告しました。

7/21
しこちゅ～ホールをつくろう！プロジェクト
～花道づくり・夢の描き染め大会～

　日本舞踊や古典芸能で使用される花道について学び

ながら、木材などを使って寸法や傾きなどを正確に測っ

て製作されました。夢の描き染め大会は、舞台袖を願

い事やイラストで埋め尽くすという非常に珍しいもの

で、参加者は貴重な体験に喜んでいました。

7/25
しこちゅ～ホール（市民文化ホール）に
AED を寄贈 7/26 書籍「うまことば」を寄贈

　市内の 5企業（カミ商事株式会社、大王製紙株式会社、

福助工業株式会社、丸住製紙株式会社、ユニ・チャー

ム株式会社）から寄贈されました。寄贈された書籍は

市内の小中学校や高校、各公民館や金融機関などに配

布し、児童・生徒や市民のみなさんにご覧いただきます。

7/22
2019 世界ろう者ボウリング選手権大会
出場報告

　進藤隆夫さん（寒川町）が、8 月に台湾の桃園市で

開催される世界大会に出場することを報告しました。

進藤さんは、理髪店を経営する傍ら、ボウリングの技

術を磨いて全国大会で上位入賞し、その実力が評価さ

れ、6名の日本代表選手の一人に選ばれました。

　株式会社大昌鉄工所（福崎祥
よ し ま さ

正代表取締役社長）か

ら寄贈されました。AED は 8/23 にオープンする「しこ

ちゅ～ホール（市民文化ホール）」に設置されます。福

崎社長は「しこちゅ～ホールを訪れるみなさんの安全

に少しでも役立てていただきたい」と話していました。



8/5 幼児用三輪車などを寄贈
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四国中央市長

篠 原  実

　株式会社愛媛銀行（西川義教頭取）と株式会社フロ

ントエンド（中野 哲
ひろし

代表取締役社長）から、教育機関

寄付型私募債を活用して、中曽根保育園に幼児用三輪

車 5 台と、転倒時の衝撃を和らげるバイオクッション

が寄贈されました。

7/31 マドンナジュニア愛媛全国大会出場報告

　マドンナジュニア愛媛に所属する市内の中学生 5 人

の選手たちが、8 月に東京都で行われる「第 17 回全日

本女子軟式野球選手権大会」と、京都府で行われる「第

4 回全日本中学女子軟式野球大会」に出場することを

市長に報告しました。

8/58/9 フェンシング全国大会出場報告

　高橋ひかりさん（三島高校 2 年）が、全国高校総体

で 6 位入賞を果たしたことを報告しました。高橋さん

は「入賞はうれしいが、準々決勝では自分のプレーが

できず悔しい思いをしたので、もっと練習を積んで力

を付けたいです」と、今後の抱負を述べました。

柔道全国大会出場報告

　宮﨑斗
と あ

蒼さん（寒川小 4 年）、植木聖
し お ん

恩さん（三島小

5 年）、植木蓮
れ お ん

恩さん（三島小 5 年）が文部科学大臣杯

争奪第 28 回日整全国少年柔道大会に、髙橋颯
そ う は

葉さん（三

島西中 3 年）が、第 50 回全国中学校柔道大会に出場す

ることを市長に報告しました。

8/9
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次号

【主な経歴】
昭和 56 年　日本大学芸術学部映画学科
　　　　　 監督コース卒業
昭和 62 年　劇団 Dotoo!（ドトｵ！）を結成
平成 3 年　映画「就職前線異常なし」で
　　　　　 シナリオライターデビュー。
　　　　　 以降、多数の映像や舞台の脚
　　　　　 本を執筆

福田　卓郎 さん
（昭和 36 年三島中央生まれ、東京都在住）

ふるさとアドバイザー　故郷への思いを語る

　私は昭和 36 年に伊予三島市で生まれました。私が子ど
ものころは、伊予三島市にも映画館がいくつもありまし
た。記憶では3～ 4館、川之江市にも数館あったはずです。
　中でも、よく通ったのは三島東映とキリン館。朝から
お弁当を持ってゴジラなどの怪獣映画を何度も見ていま
した。「ゴジラ・エビラ・モスラ」や「怪獣総進撃」、東
映まんが祭りで見た「長靴をはいた猫」や「ガンマー第 3
号宇宙大作戦」など、今でもそのころの記憶が鮮明に残っ
ています。
　そして、その頃の体験が今の自分の仕事に繋がってい
ます。もちろん最初は見ることが好きでした。それが、
いつの間にか自分もこんなわくわくする物語を作ってみ
たいと思うようになったのです。決定的だったのは 17 歳
の時。新居浜市の新宝館で「スターウォーズ」の洗礼を
受け、その気持ちが固まりました。そして映画やドラマ
をやりたいと東京へ…
　そんな私の原点ともいうべき地元の映画館も今はゼロ
です。世の中はシネコン全盛で、まちの小さな映画館が
無くなっていくのは時代の流れなのかもしれません。し
かし、あの映画館の暗がりが自分を育ててくれたように、
文化的な体験をする機会や場所は大切です。
　映画だけでなく、演劇や音楽だって同じです。情けな
いことに私は、市民ミュージカルの台本を頼まれるまで、
四国中央市は文化的なことに関心の薄いまちだと思って
いました。でも大きな間違い。市民ミュージカルのみな
さんも元気ですし、個々で精力的に演劇をしている方々
もいます。それに、新しい市民文化ホール（しこちゅ～
ホール）に 200 人程度の小ホールがあるのは、とても素
敵なことだと思います。市民が背伸びせずに何かを発表
する場ができたのではないでしょうか。歌でも躍りでも
なんでも良いのです。ぜひこの機会に、見るだけではなく、
やる側への一歩を踏み出してみてください。もちろん自
分も公演できるようにがんばりたいと思っています。

劇団 Dotoo! 主宰 脚本家・演出家

　初めまして。私は、小学校時
代から少しずつ日本語を学び、
兵庫県や沖縄県石垣島でホーム

ステイをしたことがあります。先月まで岩手県大船渡
市で ALT（外国語指導助手）として働いていました。
　私は合唱が好きです。岩手県でも地元の合唱団に所
属していました。合唱をすると友達ができ、世界が広
がります。音楽は世界共通言語だと信じています。日
本の演歌や詩吟にも興味があります。西日本で働くこ
とは初めてですが、とても楽しみにしていますので、
これからよろしくお願いします。

新しい国際交流員を紹介します！

　備品整備などのためにと、企業や団体の皆さまから
多くの寄附や備品を寄贈していただきました。寄附金
は、イベントのほか、展示パネルや音楽備品、プロジェ
クターなどの整備に活用させていただきます。

【寄附・寄贈いただいた皆さま】
カミ商事株式会社、川之江中央ライオンズクラブ、国
際ソロプチミストイースト愛媛、四国紙販売株式会
社、四国中央市文化協会旧三島支部、株式会社四国中
央テレビ、シンワ株式会社、大王製紙株式会社、株式
会社大昌鉄工所、福助工業株式会社、プチ・ムジカ、
丸住製紙株式会社、三木特種製紙株式会社、妻鳥地区
土地改良区、ユニ・チャーム株式会社

（敬称略、五十音順）

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）に寄附・
寄贈いただきました

西川建設株式会社から児童書を寄贈いただきました

　今年も子どもたちの読書
活動推進のため、西川建設
株式会社（西川友義社長・
金生町下分）から、たくさ
んの本を川之江・三島・土
居図書館へ寄贈いただきま
した。

ダニエル・クルーズ　さん
（アメリカ西海岸オレゴン州
ポートランド市出身）



社会を明るくする運動の推進について 民生児童委員理解と活動支援について

任命式の様子 質問順抽選の様子

事前打ち合わせの様子 意見交換会の様子

　22 名の女性議員の皆さまにおか

れましてはご参加いただき、大変

ありがとうございました。また、

登壇された 12 名の皆さま方には、

大変生活感のある質問やご提言を

いただきありがとうございました。

　皆さま方からのご質問やご提言は、重く受け止

めております。今後それぞれの課題を解決するた

めにも、引き続きご支援、ご協力のほどよろしく

お願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　四国中央市長　篠原　実

　市議会企画による「女性議会」に

ご賛同、ご協力していただいた女性

議員、並びに篠原市長初め市関係者

に厚く御礼申し上げます。

　女性議員の質問は身近で切実なご

意見も多く出されるなど、我々、議員も大いに刺

激され、参考となったところです。

　今回の女性議会を契機に、議会、行政に更なる

関心を高めていただき、女性議員がひとりでも多

く誕生することをご期待申し上げます。

　　　　　　　　四国中央市議会議長　原田泰樹

　民生児童委員のなり手不足

と活動支援について

　今回の一斉改選にあたり、

市福祉部の管理職職員と民生

児童委員推薦準備会との連携

体制をとり、地域のみなさんと協力して候補者の

人選に臨みます。委員の負担感に対する支援体制

については、委員の本来業務を妨げることの無い

よう留意し、市と委員が連絡を密にして委員の負

担軽減に努めます。

　大西福祉部長

　更生保護活動の現状と今後

の啓発について

　社会を明るくする運動は、

今年で 69 回目を迎え、本市

では園児による鼓隊演奏や総

勢 250 名によるパレード、街頭啓発や広報車によ

る街頭活動が行われています。今後は、マスコッ

トキャラクター「ホゴちゃん」の活用による啓発

推進など、これまで以上に連携強化を図ってまい

ります。

　坂上副市長

更生保護女性会
藤田　イツ子議員

民生児童委員協議会
井上　惠子議員



　夏季休業中などに、特別教

室を利用しての授業は可能で

はないかと考えます。公民

館などで実施している高齢者教室などを組み合わ

せ、新しい形での取り組みができれば、より良い

ものになるのではないかと考えます。今後は、市

民の皆さまの学習ニーズを把握し、新たな学びの

場の創設を検討したいと思います。

　現在、結婚する新婚世帯に

対して直接的な支援に取り組

んではいませんが、結婚新生

活支援事業が少子化対策とし

てどのような効果があるかなど、すでに取り組ん

でいる自治体の状況を調査し、策定している第二

期総合戦略において、新たな少子化、移住施策の

一つとして検討して参ります。

　市直営だけでなく、民間や

ＰＴＡ、愛護班など地域の

方々の力をお借りすることに

ついての検討を進めていま

す。また、点数制の導入により、優先して利用が

必要な児童から受け入れるほか、待遇改善による

支援員確保などのため、保護者負担金の見直しに

ついても検討しています。

　現在、ＡＬＴを市内７中学

校に１名ずつ配置しており、

小学校外国語科の授業に対応

するために２名増員予定です。ＡＬＴとの交流の

おかげで、楽しく魅力的な授業が展開され、技能

の習得や国際理解の深化などの成果を得ており、

グローバル化する社会の中で活躍するための経験

になればと考えています。　※ＡＬＴ：外国語指導助手

　愛媛県警では、運転免許証

の自主返納を促す施策とし

て、商店や事業所、金融機関

などとの連携により、商品の割引や定期預金の利

率上乗せなどの特典を付与しています。本市では、

デマンドタクシーの利用券を贈呈しており、他の

自治体や団体での促進策は、総じて特典を付与す

るものとなっています。

高齢者の運転免許証自主返納の促進について よりよい教育環境を子どもたちへ

放課後児童クラブの現状と抱える問題について

新婚世帯の生活応援及び子育て支援の更なる
充実について

シルバースクール開校について

　免許証自主返納の促進につ

いて

　坂上副市長

　ＡＬＴ（※）活用の現状と、成

果及び今後の方向性について

　金崎政策部長

　今後の放課後児童クラブの

あり方について

　田辺水道局長

　結婚新生活支援事業の活用

について

　大野市民部長

　高齢者の新たな学び場の創

設について

　古川教育指導部長

老人クラブ連合会
岡田　美津子議員

国際交流協会
浜田　美保議員

ＰＴＡ連合会
田野　奈々重議員

公募
猪川　美幸議員

公募
井堀　たづ子議員

宮崎 洋子議長



　近年、地域の繋がりが希薄

化していく中で、地域婦人会

組織は、子育て支援、学校と

の交流、高齢者支援などの活動や、市、公民館、

学校と協働し、地域に密着した様々な活動を行い、

地域の絆を結び、地域コミュニティーの再生に向

けた、大きな役割を担っていると考えています。

　本市では、様々な立場の教

職員や関係機関が連携し、不

登校児童生徒一人ひとりに

合った支援体制の構築に努めています。また、子

ども若者総合相談センターでは、発達特性や家庭

生活などの相談を受けるとともに、中学校とも連

携して義務教育終了後の子どもたちへの情報提供

に力を入れています。

※紙面の都合上、質問・答弁の
一部を要約して掲載しています

一 般 質 問
女性の視点から考える防災活動について 生活安全のための設備類の整備について

障がい者の社会参加に必要となる福祉車両に
ついて

不登校児童生徒とひきこもりの支援について 婦人会組織の活性化に向けて

　防災士養成講座受講申し込

みの女性枠取得について

　今年度、四国中央市で開催

される防災士養成講座は 60 名

の受講者枠で、女性枠につい

ては特には設けてはいませんが、受講者推薦にあ

たっては、防災士のいない自主防災組織を最優先と

し、女性や若い方を優先的に推薦するよう配慮して

います。今後、本市では、女性防災士３割を目指し、

女性防災士資格取得の推進を図って参ります。

　近藤消防長

　横断歩道や自転車横断帯な

どの路面標示について

　今村建設部長

　路面標示がないことにより

事故の危険性が高まるような

箇所も見受けられることか

ら、市としても歩道橋下の自転車横断帯など、基

準に則して標示できる場所への設置要望などを、

管轄する警察署などに行っていきたいと考えてい

ます。

　今後のバスの車両更新に関

しては、リフト付きバスの導

入についても検討を加えて参

りたいと思います。また、市

内の民間業者でリフト付きジャンボタクシーによ

るサービス提供があることから、経営圧迫になら

ないように、その効果的な利用方法も協議し、利

便性の向上に努めて参ります。

　市が所有する車両のバリア

フリー化について

　高橋総務部長

　支援の現状と今後に向けて

の施策について

　東
あずま

教育長

　地域コミュニティーの中で婦

人会組織の役割について

　石川教育管理部長

連合婦人会
下司　早智子議員

愛媛大学
丸山　颯己議員

障がい者
福祉団体連合会
井川　かず子議員

愛護班連絡協議会
眞鍋　直子議員

社会福祉協議会
石川　祐子議員

石川 美伊議長



特別号

女性議員のみなさん
（写真１列目右から）

石川祐子議員、 武村俊子議員、松本益美議員

井川かず子議員、石川信子議員、石川節子議員

藤田イツ子議員、宮崎洋子議員、眞鍋直子議員

田野奈々重議員、大西悦子議員

（写真２列目右から）

下司早智子議員、南愛子議員、井上惠子議員

石川美伊議員、丸山颯己議員、猪川美幸議員

岡田美津子議員、鎌倉尊子議員、井堀たづ子議員

浜田美保議員、三宅かほる議員

愛媛県下初の女性議会を開催しました

令和元年８月６日（火）
女性議員

市長、副市長、教育長、市議会議員

私たちが
主役です！！

　

女
性
議
会
は
、
本
市
在
住
の

女
性
の
方
に
、
市
政
に
対
し
、

要
望
や
質
問
を
す
る
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
女
性
の
視

点
か
ら
の
意
見
を
今
後
の
市
政

運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

任
命
式
か
ら
始
ま
り
、
数
回

に
わ
た
る
打
ち
合
わ
せ
、
リ
ハ
ー

サ
ル
を
経
て
、
当
日
を
迎
え
ま

し
た
。
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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